
ξ

i∫ 馨誇:t

善会議薇 母釉鱚
`竃゛文轟入尋ゞ 鍵茫∫襲F

ギ
轟ら二覇義難雪≪藝′秒轟サひ麺:ま 轟

守マすお聰身縄響ピ警響贄學斗liが 難!i

キ こ 難 で'轟暴 撃tttll執 移 職 誉 χ F参塁季詳

轟轡ヂ薄いサ∫ざ魏でご与参鱚 メ群れジや

れが≧まマ妙警献4暴難 ぎ慾庫こで電゙薯慾

ll::[ら :ヽ:::鑢 ノむt寺 ″
4:‐ 豪j輩1壼こfiF‐ 奮

゛
11・ こ尊ボで｀

蔓

争が幕警餃FF饉イ導義:魏 守で力署時ヽキ乳

纂 †葦春 襲尋畢 嵐勲:守 :fiダ・
轟義 Fi′ベデ

1

ギで`事≪貿餡嚢it鱚諫 凡諄ウ重翡

註電懸 避亀tA書 亀 苺?碑罐 ● :装 ′春尋
。~量

ギ八眩草:Sゴキ轟輯べ蓮掌デ曼暉群亀

ずし貯式罠慧廣斧具鰊 轟翼身式ござ枠

講鎖颯鱚驀静 畿 輩瀧餃理

轟 曹べ戯摩`轟簾 甦奪ポ 轟 ド槽奉

難鼈 亀罐 鍔鉾 颯 凩

*fl ,r. .-p- J "

i :H,,'"ffi*'$wt*&
2.u'-.}it:\.l..$rllts r

#miffiffi"
o 

Uon !\*$' # **r, t*,9

!ffi*#*"@ W- gp.#fl*ff *
-ffi6**ffif-*ffi-*E#
no*iE$^--h ffi, iri+( /'i tTt;;;*;':. *,*^**i*..****.*.,,,.***-g*;,^

,* *.if {i"vh ffi ff i: fifr L. ffi T'":{'"$

l$&.;#?Bffi1.-** 
"

s l'-#-"tffi,sffitt u ;"5 Hjffi fu, tr-

'rir "t $&TF .,L"1ffibei; t i ; + .

s t ) Til- + t$;i Bi fr"S# , ffig qrtl*

攀 晟蜀 靱 軸 醜 澄農趾酢

≪ギ諄灘量赳 竜ヽ婆瞥ぎ鐸難千鉾

轟ζ,撃響暴i摯霰懇量蝋戦轟

彗 疑聾鋳

『

*蠣
)参

鐸 夢彎 轟輝やj之

・
す戦夢巡壽魏 鋳戴麟 亀醸拳端 手

等 難 黎 頌
量轟 暉 ≧

ド
な 徊 鐵

V:輝漁礁罐 爆 幅 蠅 糀 毬鋭 蓼 蠅 監

等 鎖 身軸 量 ヱ
♂
咤 乳 幸摯 暴 傘

艤::茫 驀蝙∫ゝ事驚
｀
戦仁麟曳築藉

癸 冬わ ず 争轟:}紗 等 典罐やぶすは 鷲勒 ]

鱚ざち忙
……ぶ骰量鍮鑓胞癬祟≧文鍾義隧魃躁錆各  屎鱚量~

ミ骰薄L訳笏

ネ奮電くをLと キ夢

貶 隆轟 雛畠



重ね鵞霞食鏃倅蛉輔
≧辣隕

警轟 齢繁拳驚呻 Iボ護儡 理.鐸=鉾ごして瞥ず   き銚輪紺 :馬登録

騨 ヤ辣 慧戯 F究 鐸ぐ、や、itt F瓢は、ま等電仄 摯 尊ミ条
襲颯 黄秦

攀》轡 幸穐濶 職 一 一
‐

:ξ

繹
　
鉾

慾ら孝慧b仄鯰蛉又 .‐
…`…轟い…

詩ぜ鑢i舜戦鸞罐顎ミ」――――
暴パゞ管山じ

畿蝙蛉瘍 飩曜予…………

鑢 鋪甦 纏:りやす鋳ifぎ鰊霧番
賤儡嗜警鑓ボ輛 …攣無

誉ン錆轟翡貯ず 鮮鑽=尋塾警鬱言矢

∴尤 乳

鰺綺蘇ヲ炒許∵ャ∫鉾

ノヾ 凡1

／
プ

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
‘

／

上

／

●
躊
紙
鋒
森

／
プ

／
一＼

プ
ね

ヽ

＼
¬

ゝ｀
｀ま

＼
ゝ、

ギ

色
｀`

1｀電

カ
鰺 昨

iスittl曇]
瞥靖麒猷1黎尿

ξ量》

鰊導:夕 穆移テ穏`

守ぽ響贅鞣葬贔



菫  令Ψξ讀晰[曖
註

響}

寺躙 鉾I費
轟i電ず 4 騨 ぶ暴[

〔ず′摯審鎌罐篭.留避馨争袋暴:《 難簿

亀ざ椰 曜1鳥量血でご地藁担妻が,)≪

歩ti瞥ダぜ町ま聖難式摯it4ギ

ぎ≒囃轟讐T壼資づ鑢∫造11轡 こと等黒

ェ′撃を
'キぶ 設́ 鋪 ま象熱ぶL「暴ギ議争

辞運攀●:鎌 義:琵 讐覇轟・≫義l轟轟瓦・

・鼈 ,議難鰐`金轟f露彗簾.:て電響l

Fな 柔`難馨:繹舞驚{都霧蜂難.:崚
,「

J纂
暴l諄曇 rゃ=縮

i酢 撃謙 j》 えギξ=i)

金我爾ξ轟  紺れ /鮮 :等%ぷ夕

翼鋳就が言lr岬ぶ吉曇か⑮二ふメぷt

ギ象轟筑 檄 彎罐 豊き弁蓬罐≧ず

警幸

f競》ずさ`式F戦爾皇    請
寺バ亀警響鐘′ミ磯罐堰柔鸞轟臨難I

鸞爾輌儡 l亀薦燒「プ轟驀.

尋義'磁 驚mfズ (

攀讐轟等菫鱗 fm鸞核

壽・鍮靴韓畿島・…………響鞭鰊轟歌.雫

翻 輔罐録………筈壌撫贄

ザlた.F黙 藤 機 電 難靱 蔦=等魃鐸 難鉾

臨ギ≒J蝙こ入Ⅲピ量亀、鐘攘「ξ

彙纂轟意・蠍 ゴム鶴鰈轟蝿ざ
むは食瘍 卜鞠ボ勒畿妻守竃t難

颯 費 季投・鰊野」れず 鳴量卜ふ

懸韓罐穆撃蝉 ずが 鬱
1聾 蒻匡

道¥ザ .‐盗量∫重‐轟鼈桑警難攣麗ずif

で

轟
4賞 .導

`ぎ

鑓 轟 ざ ギ 事 事

て

II織

學
渉 鰺 錯摯 幸難亀バ 尊′守 等難 i阜 ∵が

纂ぎ議韮諸:書 と蓮与資計轟守彎釉ボ

誠彎ゃ魃亀×彎亀攣た基儡

鼻す‐キ ずく驀 官誇およ♪曹驀鑽 臨

f蔓轟繁 抒 葛m.鞭贔ず声鋼峨薦

ご:亀 欝貯lポ敬ξt暴

.糞喘豊ぽF,手ぜ覇.ビ
こ帰:まマif轟彗身理

蝿 =隧 ぽ『・人鐵晰轟輿詣参議鶴

.瑕幕裟ぎ暮.



蠅 儡晰

ず̈
ヽ

熱ヽツ
・・・‐４イ　
一ユ黎“．γ．

瑞^
一　
　
　
い

■
ｔ

給
ト

織義颯

凱 釉輔

詮手毛ザ・

輔 畿爾鑓轟祠難お  撃幸鼎

罹嘩亀鸞心

∫ヾ

:

争袋難鰊輻雉盗鯰鞣鋸`

颯鉾餃型崚雪褻齢 ヤ董亀滞
´
覇t難

学t ttTゞも餐覇で書纂≧:》≒彎木ξ

れま∫ず}争夢難舞輝鍛覇諄∫鐵十翼ず

評ゝず 電.資,だ 鸞ゞ♂操ノ峰ヾ
｀

t」囀

縣鵞騨了!亀 :驚 導

撃 l

奉鵞顆也f肇ずで`R聯 ―"+

薩1%亀蝙象ント

な場非j餐轟……攣

渕 寺罐畿 一 ―…… 摯

黎錨ず,獲 {群普轟彗業導t秦琴

魂「亀鷺井矮驀雛視弯:島,

巻罐量重事亀苧孝姜盆,ど轟ぞ摯

t   
すぎTぇ十TT饗

二 許シ ,ど ≫
IPlダ

イ 十 珀 ξゞ 芦 f″
二警 》

参
Ψ

二
∫
Fh寸

軍 プ  拳
氏鸞ぱ 訂 ぜ 桑 亀「

警:餡彎れ,犠灘護fyぐ驚ザ¥・シ,Fギ

輔 骨
撃F啄 鰭簾警球靖 繹 岬

骨
彎

籠 翡 晰 ≒箋訂纂  :鉾 t夢

麗鑓亀11(饉 _ピ l ttlkォ  :達ξ亀 :
:   

ξ  ち      :

終 輔 輔 理 孝
L:.…ゴ `I,[11_垂塾 .蓬

r i. 
…

:      :_   :

瞥督躇爵彎実、.鋒麦鷲爵
:兵

∬
ミ

 :・
湾
■  :緞■」__.職ら   導嘘 ‐■_警 》                             r             マ

俄畷鋳鰺幸聖主t   :     :    :

∴ }i

T蘇
夕
」
｀
.言

ボ,マ :‐:.ド

衰 翼

勇 if



s 4ffi,te *r ffiq" e ;"{- $"";t"y f $ k $R"*,ffi1+tru}ffi*rrg4
( S'Wm,Iwr{*r, } #E**i, ffio ,sq*&a s&,7tr!

ffir,rysre - ffiF4-*&JT-.:*' '*r,= )&d)*.lq e,#-&A"d

*ffiffiKi *ruqr:&ffter$frss.
o Tr *4 T" * *fr4frH.ffl 

@ :try{ffiJomffi
F**--*:

l*{kqffiffi i -6Ft'{Py, ffi*'}L**"__:*.:*i
婁泌亀掌記1:乱鶏鶉蒙識i套量を 瘍 凄蜀鰊痺鰊Fギ舞難鋳

魏 鉾 .穐蠍中講靡
.電

子1霙Γ戌むず賃
｀
 え巽 冬膚 襴

摯ず)M「 》 翼褥 鍮 颯 儡 辱
摯‡トギ

｀
 鐙 矢看咤 まミ鱚 ξゞ 亀



鍵11覇右憂ぶズ拳誓彗軽集象

主 疑 墾 主

ぶ

主 簿

:ギ じ轟tt

Ъ せ
｀
争屯鋼

´
〕テ群蒙ダ

イ
手ぜ 争会基

´`

デしヽす主爵こ天t■■じ二器響
〃
:=諄,永

fi番 溌ご錢やぶ鋒ヒ′してを`黒轟こィ茫́Iヾ

=二

静ク移守＼:/、 すず等で沢ぶ、歳義ニ

墓ふ峰、な罐ハ雄重_ぶ毒篠遷・毎薯ミ

I与 :i発 lごみ 撼 ヒ雛鍾守
Fヽじ

彗つた票

:髯難二いこれif)↑ 、、、ヽギトざ猛髪f´ ::1√う

牽:や 督
・
蒸ド†集導|夕1く デ疇1ろな幸1ギ

率く、等しヽ十二与壽静ム、プニ≒し`≒
=ti導

入

■■轟導
~l・ ズ

義響下手掛:ゞ獲縫ltオ}警
ジ

〔卜ヽ幸天彙熱tiもよが時で1`い う、:い う

ギヤ与轟謹′ぐ〔重ぃっ生縫ひぴ ,小 4

1'デ罐性ご鳥ギユ、雛毒費穏発
`薫

彎で

苺報キ:ヽ 、戦請ド轟キヤli「

'デ

いす＼なる

轟でヽ■ぶ奪球錢ご譲欽して争てふ:憲ふ

キやデ撃ぎ警レノ,お 轟工彙,整籠五薇悪い■

ハ《ざ≒t trく しヽ3督 無■ミ:蓉 摯ず、

獲鷲が難主義X彎って主勢鋳t■巻誓レ

<せ :参 鷲いえ奪いσ三嚢どヽ務I性 :多

薔 i准縛等しヽ義響頭か簿らず選瘍 Liざ鋲

曇夕縫L:f(・ (い 滲のでン)3滲 こう

む→′革.髪 曇誓で13、 ■受が
｀
轟議tヤ・

てこ毎い森む、家紳が義李奪tて ぃるぷ

・シ棒摯蓄真プすヽ尋う象奪びヽぬしを懸ギ

:轟 参拳13わ かかおうギ/球選亀黛 :・ 賀

、すら
ギ

if穫奪it t■ 二意しヽギt、 ?ヽみ

轟絶ダも、普懇＼栞掛不″
:´ 金t森蓄こ

じ三化ざ■の計り暴・:多 ざもさ多霰
rt、

:栽

:´で,蒙摯やが■ぐ
・
癬1‐ 馬

‐
番イ義義があ滲もう

、ぶ、Kい ■ヽ斥層ヽべ4で 歩滲ク 1:

雲篠森濃華獲違霊簿が許難魏券、/

纂ボ絆 拳驀なぎぶ訳ユ鋒、猛債ひt

:`)ひこ1'が―簡tまる二.し ても、βミ亀

=雲 負電‐二うレ、壼i甕 こ工薄餞してし:

i6ク
じぐ壼然奔今う:■ 、デもニプで、

導縁:で、・おじ≧しヽオヽ F蘭
=し

て簿髭じ為

せ1動掛議しl奪がメ′三井していう船で`

ふる、.ご 轟:エネ|し ギーミ1 1勢 うギ象裁

球響轟にし転絡ざ電番:∴ギ
¨
び携る。そ

≒いう気持ラわ爵fで ぺぐξ`尋ヽ集規参

響it取 !)く ルで
｀
デ ?ι ◇

一――/―



載々IJ拳響1ざ轟ダ(無本的臨ぎうLん   躍で綬σ)て巧めさ

↑ごろ), マ各つ錐もがI倅響殊二秦し  真゙ ′＼
｀
だノント

入/む摯 |}く 掛る荻さな形でなくて|ぎ 憲   癖み薇二 甕徒なス̂津ミズノートヽこ脅絶《

や奪 lゝじ 燿たてヒヽる。モうに′`キ彰Lぎ、参   (ひ う。今後資1■ C氣ユしてい争＼よいざ悪

ち江|二 、難凛か政で:ざ 、拳誓じ獲進藝   らてしヽ■農たてしヽ徐が、群バヽ
`漱

参ぶ

でお工然う、′ヽ深罐繁裁:■ ぉいて′:、 集現電.  ≒寒与ので
｀
読み。

導入し、かっ〆撃絆緑縛 Lじ (.麦鶏

準露森守落ざじして饉
声
∫β柔五数難.t″ く

いる参ぐ籐争拳

唾
″妻費バス

｀
t暮 爾栞)

お二じュ|:ざ 攀響く普鍾)色 ① 雛

鉾、G、 参3蓬 0 か1緑 鬱 覆黙

参 質書 ギ)重摯繋錘な嗜■薦たてデ

鰺。●～ ◎:導 _ミ＼ぃ幸、悪〕:二 1)、く

澤悔曇ヽさふい本オきヽ tざ部う筆デ藝絨 (督

「矮で、`す)=薄 たてぃ番が、纂で餃:■ お

今ヽ滲ゝ 壼曇無主軒、主卦勢ぢゼ鼻場it

ぶ、ヽ}く 七′こ参スイ■プこ奪籠し毛さふ
・ここ・́ てプヽ♪驀゙ 轟ご最錯

^,多
緩がfLヒ″

たダ簿ヨ′貧″みじミン(ミF 寿二、纂癖賓薄

ヘヒミヘでこ拳も参↑奪嗜諷ギ等らな

じヽ・ 壕多、議二最錯:さギ勢綾資おいて

:び 毅糞球響びヽ森ilぢ 錘かす＼齢うこヒ色

産ふれざヽ、纂f裁 :さ氣勘若毬参す＼クヽお

1)茫 ふ種奪亀辣 鷲̀孝 つ紳であ る。

一… 2-―

― … 璃 鍵藝

習
繰
一
＜

ヨ一
懺

義
一辞

〉曇覆雫も

総鷺湊幾 t

く 沖轟孫麟ボ態

会
熟

「デ
』

一

響森 ミ

二が
臓ヽ
総
磯
濤
幾

O、 藤鐸檬 |さ誓纂薫鉾重拳j曇 鐸こも、e

距でこ曇を,総毒ユ錯きふ響だ難でる。

◇、蒙脅曇鍵轟評懸ぶ、0 ◇ ム舜

二毅難で多ふλ軍拳゛

ィ選爾:二
ど&鞭鍾tさ 、1ヾでプ″汗ヱ黒

撥軍ひθ ll‐

ф

③

累

琳
・



b、 マ霰の式ぶ

0 産野鋼電ttが る撃ヒ綸ゲ

数脅麗森べま (二 人ぐうい)が薦:■

嶽て、苺を表参雛ざて>卜 五ネ義耀襲し、難

熱
′
ギ摯。選彎繊奮懇を嗜 織 ≒ゞ嗜滲手

〔な裁爵I疼澤暴違承驚囃1重tご≒灘轟

x嶽 1■ し、毒壽羮畜ヽこ≒:itぶくなか

0、 おサ爵:■ お:=会 葉巻選゛

ぶ費抵参議ぶ じ鉾さスで肇誓寄鰺0

③t筆華
′蔓鍾お:te委緩懸亀

羹藝鉾ぶ彎擬轟奪蒋活も彗ず
｀
11∴ 諄

繊ギ購t嶽壌゛

Φi罐 く、もlボ ゃ

罐良ぎI導爵難が _

参、奪警1・
ま署二lI´1~6鐸驚難鑢ζ

O、 ミ彗督

難謙がういく、轟轟ξふ、簿懸ぶ
=な

な

機:・_1)き くヽヽさ辱象漱舞嗜

○、叙慕滞ぜぎヽボイトシヽ繊機。

◇、騨べ■、ふ麟響メfヽ■ざ摯響轟ヾ

=よ ヒ掛L鐸轟

壼主的、主体的冬普ぜ
″こめむ

｀
し、寡

ギ鉄
・二表翼じ(ひ ろバ、準率番激ル摯

罐鶏凸F〕 憲ftし て、参:貧ギさFlす ぐ攀く、

纂f子我鐸黎零バtt通じ■、4ぶ で
｀

.

普お晏餐二∫霊も■i轟曇iφ 妻髪Lセ 鵞督・

こ繕)二 わゞ雲
・
舞参晩難幸ヾ数鶏[ぶ 毛

二́二|■ 本→く、111壕≫■摯、でべて√ち

整くがた費織:二 欺 ::く おい‐■許番3

こ与愚賛多≪墓いっ

毛象‐ギ奪雹て́、ヽ≒識蕪:よ 蒙鶏ヾ

繁象やポ:)tiヽキI:義 ■主贅 tヽ‐ 可纂錢雛選ぐ

語デニ ギ敏群亀質ti与 ■、ざ::ぶ

t鼻 き:こ ボや薄:へ こ難三勢t″ う彎爵曝ニダ

u導 碁 気
・1■ 暴 導 l.√ 二ヽ 三́デ ぶ 翠

・
導

苺ハ彗ビ
=ヽ
も寺↑・や暴愛総蕪、錯キ

雄錆、寝縫:書簿、轟繊余ゞ≦酸.奪

i彗まミ瀑錢熱⇒゛蜂機が、さiナ ス人

=さ iぜ 緯゙ざ幾t⇒ っメちざ≒:■黒沿

鍵や会ぐ後、壕ず鱗I轟い、ふ棄畿

導ギエ惑び、さなく錢∴/一
ノ

|ヽ 発ゝ
'

・ |ニメ落〕で3守で・僣1人 こ壕頭い

かかわ 1)と 、さら:I天ヤサttじ てい■

二いと″亀→てtヽ 準ゃ

きっピ式 ,瑠麒 、ヽミ滋†必るが、

熱霧レヽ ま‐て、ヽなぃいくつか森懇議

が轟砂コマ参 べヽつかI鉾「́ゞてぉさかっ

…―…ぶ …ヽ一



①、諄錘額議舜中味五亀家てち、■1びビ

うで漱:ざぃtiが ,

O、 最終鷺猛(髭ルそこ。か昨嘉碑仏

仏可うざ電毒い手 )曇 箱斗tぎや

可べ冬ク`。

◇、霧i蓬こ簿ぎ、準簿幾欝ろ赦しふ鳥

構多、熊夏ξ距拳ゼt盗轟ら:・ :憲

ぎウしてがくべ切＼◆

等、轟ギる二
=が

で重静クぃ場tヽ 手

メヘ額べ幹
´
て、、攀拳 轟めた全義角畦撃れざ

慮薄冷ぃだヽ すじヾ 6。 魏鞍髭かな亀

難 轟衰霧メ:二 鑽が終がら、今後さらit

鷲乳費館Lし てのさつぶしヽ手ぎ響ず`ミ貸ハ藤1)

孝t露篠していさjl″ ぃヒ越→てぃ季。

霧森進考落→飛攀くついて

本蕪義考者のた家t多 ∠与苺い、業鶴

Z賀舞が存ふしてti絶ふプリ)ト ダ轟議

練ゼ:■ 重、煮五おしだ ぃみ網参薙拳議

職藝雛海の綺題)鼻 脅理与、呑み暑班

が瞬Lも
`な

って、矛み脅め肇ぞI箱筆

づてい浄.冷 ξで
｀
通ヽ理ユ|て おい

・
て考Ч落尋

ノ分

寒ビ:メ 落kIIし 予ヽぃうなIF`:「Ittt Iィ乍森:し

てt)に い、考畿才‐入イ人が十冷澤裁じ

モ象ず、たご整羹装彎釣毒薇裂しか黒

たした怒孝＼った蝙おわなるくなかっみ。

(ら ゅう政場のも安1議拳薄Z奪 氣、

くしく場ふ物x´ っハえよヒしkヒ ぅ

たぎうt諷著、影 づなふさうるがス

で筵考嘉Iなな二そし、る。・
・ 「

癖 髭めえ彙      ~

①、各雛 理が、7殿で贅拠した黎

毎イ轟懸j晏重3五基本にし、繊 脅7■4
かう髪示モ彙推輝燿象糧辱

1彪
1色 し

て、もぞウ歓た11〔i:そ

`ζ

送孝4っ   こ

◎、短考浩轟躊に、てあもそ
｀
今気t(修

が入れ顆難t考級一人=人が三1)

く考:、・ 負疑しみみf義チEl惑 、各人分

彰参理忽t瞑イてるρ   :

③、な看葦|ぎ 、各六曇銭寡する五縄埼

降 雑ヽ摯遷種イ髪裁じた与ギ≒款じ

緩蒙≧瞬塔抵筆整tt場■亀うク

毯盤議ふ物簿工筵」、ぷう:■ こ考路に、

疲理じ
`豪

難が嗜熟tこ ζちてしヽみ。

牟きで夕舞がプ舞}I′ 卜
‐
と、隠考:し てし)許

擁ざ1)生 資1奪 ようこが乞争ってこ拳湛

|ニ ツ )(ん ざ18チ るうのの、猛そのを

で
｀
輔后瀬鴛のポイ)′ 卜とすを家疑多バ

ハ楊承魏1■ じぞ「シtて いζぃ義ふ″ぐ`轟砂ハc

お後、籍1猿の一人――人篭生か0こめiニ

も、新)ふ駒参ひつなと、孝4`t゛
`t

聯希なしてして たぃ
`運

っていう。

__象 ____



摯…………………………
玉
…
意
…
TI篤 ∫:轟 ふ 鐘 ∫I｀ R・ 曽 .鷲 メ爆奮

轟
犠難魏

毒鼻凛tき、・駐
=■

ĺプ
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I ま え が き

″ひとりひとりの生徒にわか る授業 ″″す

べての生徒が嬉々として参加活動できる授業 ″

これはすべての教師の願いである。

特に最近学校教育によせ られ る多 くの批判

と大 きな期待、教師のなすべ きことは多岐に

わたり、多忙をきわめ、 ともすればその目標

すら見失いがらになる。授業において も種々

の学習方式や授業形態が数多 く研究され、主

張され、時には 1時 的な流行の如 く忘れ去 ら

れようとするものさえある。 ここで我々は授

業を通して生徒をどのように変革しようとす

るのか、 その目標を明確にしていなければ、

特定の主張や方式に心をよせ るとそれだけが

巨大にみえ、他の方式は矮小にみえてそれに

固執し、それがさも万能であ るかのような錯

覚に陥る。 こうしたある方式だけに偏る情熱

過剰は大 きな危険性を含むことす らある。

授業の目指す ところは、義務教育課程とヒノ

ての基礎的な学力をすべての生徒に保障する

ことは勿論であるが、同時に未来社会の形成

者として、心身ともに健全な人間の育成 も前

者に匹敵す る目標でなければならない (異説

を唱える人 もあるが自分はこう信じてい る )

しか もこの 2つの事柄は、個々別々にある

のではなく、 1つの授業の中に融合するよう

に意識 して計画され実践されなくてはならな

い。教育機器は個別学習を主張し、バズ学習

は人間関係を重視すると端的に解する人もあ

るが、この両者の目指すところは全く同じで

あることは、その論者の著述で明自である。

授業の改造には特定の万式を多少前に打ら

出し乍 らも、諸方式の相補関係を洞察して、

それらを有機的力動的な組合せに努めること

が重要であり、これ も1つ のシステム化と見

ることができよう。

Ⅱ 授業 の シ ステ ム化

本校が学校をあげてバズ学習にとりくんで

から 5年半 (昭 46.4)、 教育機器の研究を

はじめてから3年半 (昭 48.4)の 歳月が、

流れ、「授業のシステム化をめざした学習過

程の研究」をテーマに、 1昨年中間発表、昨

年 11月 本発表をする機会を得た、本校全教

師をあげての取組みを進めながら、現在到達

したシステム化に対する考え方を、私見をま

じえて述べてみたい。

授業に機器を導入するのが教育工学でもな

ければ、教案をフローチャー ト型式で書 くの

がシステム化でもない。またシステム化する

ことが目的でもない。学習指導の近代化は個

別学習の徹底だという人もあ・る。個人学習だ

けが授業の目的であるとするならば学校の存

在理由は非常に うすくなる。教材は氾濫する

情報化社会の至るところに数限 りなくあるし

-1-

第 11回全国バズ学習研究集会

授業 のシステム化 をめ ざ して

―
教育工学 とバズ学習 ―――

兵庫県姫路市立琴陵中学校
:     原  田 守



指導者が必要な らば、テレビ、 シンクロファ

ックス、家庭教師、塾等の開発利用で事足 り

る、生徒を学校にあつめ、教室に集 めるには

それだけの意味があるわけで、 それは現代教

育がより人間教育を重視 し、ょりまき人間関

係を育成しようとするか らである。 この現代

における教育観が、組織人 としての理想的な

人間像をとらえている面は否定できない。 こ

のように考えて きたとき、 これか らの授業形

態は、一教師が一冊のテキス トをもってチ ョ

ークで板書しなが ら解説を進めるとい う、旧

態依然 とした単純な授業を展開 していたので

は充分 とはいえない。

教育 (授業 )の現代化を考えるときに、内

容 と万法の両面が考えられ る。内容について

は現代化の方向に大分定着して きたが、一方

教育機器が開発普及する中で方法だけがひと

り止まっていてょいはずがない。

授業には各種の学習内容があ り、各種の指

導方法がある。 しか もその時間の 目標行動を

達成するために、いかに効率的な最 も適格な

条件を計画 し実現す るか、いかにして小さい

入力 (教授 )を もって最大の出力 (転移 )を

得るか、どのように機器やソフトウェアーを

組み合せ、 どのように一斉学習、小集団学習

個別学習を位置づけるか、とい う問題を解決

しなければ最適化された授業の展開を見るこ

とは不可能である。

授 業

プラ ック ボ ックス

生徒の学習組織

的 ζ
ツ

ト

ここで考えなければならないことは、授業

システムのサブシステム (上図 ブラックボッ

クスの中の項 目 )を どのように全体的有機的

な関係 をもって組織づけてゆけばよいか とい

うことである。授業 システムの考察でシステ

ムの必然性は学習の効率を高めることにある

か ら、授業のシステムは、教材の伝達、学習

の成立定着を進める場 亀 いかなるサブシス

テムの組合せによって、 より効率的な結果を

あげるかとい う目的を達成するために計画 さ

れなければならない。端的にいえば、授業の

システム化 とは、最近よくいわれ る授業の最

適化を図 るための、 1つのしか も効果的な―

手法といえよう。

このように学習の科学 を基礎 として、ハー

ドウェアゃソフ トウェアの開発 を進めながら、

それを具体的に授業において組織 し展開して

効率的に実現 してい くプロセスを精密に計画

し実践するとい うことに授業のシステム化が

あ り、それを研究実践しつつ、チェックし、

フイー ドバックによって修正を加 え、更に最

適の方向を見つけだす実践学が、狭義にいう

教 育工学 と解することがで きよう。

学習内容 も数多 くあ り、その精選構造化 も

必要である。学習の方式 (講義式・ 1問 1答

式・ プログラム方式・ シー ト学習等 )、 学習

指導の型 (誘導型 。発見型・ 誘導発見型 )、

指導形態 (一斉、 小集団、個別、グループ等 )、

更に生徒の条件や教育媒体等種々の ものがあ

る。これ ら授業を構成するあらゆる要素をす

べて洗い出し、 日標行動に到達する体系をよ

り効率的に組立てるのが授業のシステム化の

第 1歩であり、すべてに万能な機器 も方式 も

存在しない。要はそれぞれの特性をよく知っ

た上で

話あ忙1

イ

ン _
プ

(教育 )
ツ

ト

ソフトウェア徽材・学習材】
ノー炒ェァ(教育癬 )

;ト
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を組織す ることが システム化のめざす ところ

であ り、 システム的手法を授業の実践に応用

しようとするのが教育工学の一分野である。

もう 1つ最適化の条件 として忘れてはなら

ないことは、生徒が″
喜んで楽 しくやる ″と

いうことである。授業は勿論個の成長、集団

の向上を狙って学習効果をあげることが中心

課題であるが、生徒が楽 しく参加活動 しなけ

ればその効果 も期待 し得ないであろう。

壼 実 践 の あ ゆ み (教科指導関係分の概略 )

昭和 45年…… 。教科指導研究発表会

(教材の精選構造化 )

昭和 46年・……O rJN集団学習にとりくむ

(学習集団づくりの研究 )

昭和 47年…… Oバ ズ学習の理論研究

(生活バズ 0教科 バズ )

昭和 48年…… 0第 7校時特設教科 バズ実施

(低学力生徒の学力伸長 )

0機器導入の理論研究と実践

(学習の効摩化をめざして )

昭和 49年 `… ¨0バズ学習の研究実践

(教科 バズと特設バズ )

O学習指導過程研究中間発表

(授業のシステムィヒ)

昭和 50年…… 0バズ学習継続研究実践

(反 省・検討 0改善 )

0教育工学実践研究本発表

(教育機器と小集団学習を

有効に位置づけた授業の

システム化をめざして )

Ⅳ 本年 度 の と り くみ (教科指導の部 )

1 研究努力目標

「教育機器を有効に位置づけた授業の効率化

を図ると共に、小集団学習による学習の個層U

化の徹底を期する学習指導過程はいかにある

べきか」、即ち、全員の学習参加と授業の最

適化をめざして、 小集団学習によるf_E学力生

徒の学力伸長 と人間関係の向上、特性を生か

した機器の活用による授業の効率化の 2つ を

授業の中にどのよ うに位置づけ、最適な授業

にす るかが、本年度の研究実践 目標 である。

この課題についてはt昨年までも授業の シ

ステム化をめざし,た 研究を進めできたが、
・本

年は更にこの上に立って、これを日常の授業

に活用定着 させ深めてゆくか、研究の成果を

どれだけ生徒に還 元し得 るかが、本年学校の

目ざす ところである。       ,
2 とりくみの姿勢

① 議論より、まず実践

② 教える授業でなく活動する授業

憶える授業でなく思考創造する授業

③ 教材の精選による基礎学力の徹底

④ 校内研修と相互参観による研修充実

上記を 4月 当初の職員会で申し合せ、とりく

んできた、特にCについては、いくら理想論

が研究され発表されても、毎日の教育活動の

中で永続的に実践可能なものでなければ空論

に過 ぎない。理論的根拠のない実践にも問題

はあるが、実践なき理論は更に問題が大 きく

旺々にして否定的主張が優先することが多い。

理論と実践は並行して進むべきだが、むしろ

日々の授業研究は、実践が先行すべきである。

実践することによってFn5題 点を身をもって体

験し、理論を研究して修正改善し、更に実践

によって実証して行く。実践なき授業改善論

はまさに形骸化されたものといえよう。

見せるための 1時間の授業が如何に立派で

あっても、それが日々の授業に継続実践が不

可能なものであつては全く意味がなくヾ 単な

るお祭 りさわぎにしか過ぎない。いゃかえつ

て生徒に犠性を強いている時すらしばしば見

受ける。機器導入にしてもその特性を知って
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活用せよといわれる。―見―理ある言葉であ

る。 しかし実際に使ってみることによって特

性が把握され るし、時には予想外の効果を発

見し得 ることもある。

「議論をする前に先ずやって見よう、使って

見よう」、これを合言葉に本校全教師はこの

課題ととりくんでいる。

3 研究内容

(小集団学習 )

①学年当初における小集団づくりをどうする

か 。

②生徒の発達段階に即した各学年におけるバ

ズ学習は如何にあるべきか。

O教科指導の中におけるJヽ 集団学習の位置づ

けととりあつかい。

④教科の特性に応じたバズ学習の研究

①集団評価のすゝめ方の研究

(教育機器 )

①すべての教師が自信をもって利用できる理

論研究と操作技術

②学習指導における機器利用の有効な位置づ

けを分析する。

①TP、 VTR教材を継続作成し、集中保管、

活用する。

④特性を生かした機器の複合利用の研究

①指導過程の最適化へのアプローチとして評

価 (チ ェック )、 フイードバック、KRを

どう効果的にするか。

o授業分析と修正指導案の作成

⑦評価 (テ スト)の 工学的手法の研究

4 研究方法

①各月最低 1回以上「校内研修日」を設けて

全職員がこれに参加する。

②研修は「全体研修」と「教科別研修」に分

け、原則として隔月に実施、その他に「個

人研修」を設ける。

①「全体研修」では、教育機器関係 と jヽ 集団

学習関係の内容で、理論研究や実践報告を

実施する。

④「教科別研修」では各教科 1名以上が研究

授業を実施し、各教科担任毎のグループで

指導法の研究討議をする。

①研究授業は教育機器と小集団学習をとり入

れ、授業の効率化 と個別化をねらった、シ

ステム化に留意した内容のものであること。

①研究授業は事前に教案 (フ ローチャート型

式 )を 全職員に配布し、同一教科の教師は

必らず参観、他は自由参観とする。

⑦研究授業は原員Jと して、第 7校時特設バズ

の時間をあてる。

③以上の研修計画の立案運営は研究推進委員

会 (構成人員 9名、毎月 2回開催 )が中心

となってこれを行 う )

研究の組織、年間計画、年間研究授業計画も

作成実施しているが紙面の都合で略す。

V授業 の流れの中こおけるバズ学習の位置

l レデイネスとバズ

全員が本時の目標行動を達成するための学

習活動をするには、その最小必要限の前提条

件が必須となる。それは時には前時学習の要

点であったり、時にはずつと以前に学習した

事柄かも知れない。又日常経験か ら体験した

ことかも知れないが、どの場合にしろ教師は

旺々にして、過去に習ったことだか らわかっ

ているはずだ、常識だから知っているはずだ

と1人合点で決めてか ゝり、授業に入ること

が多いが、生徒の実態を把握しないで効果的

な授業が成立するはずがない、かといって、

レデイネスに長時間をかけていれば本時の学

習活動の時間が削減される。短時間で科学的

効率的に実施するには対人バズが最 もよい。

対人バズでチェックして、不充分な生徒には
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班で話し合って確認 させると短時間で効果的

に実施できる。

2 チェックとバズ

目標行動に到達するための授業中における

メインチェック、サブチェックの重要性につ

いては多言を要しない。

チェックはどんな方法 (観察・テス ト・発表・

問答等 )に よるにしても、下記の 3つの条件

をそなえていなければ、その意義や効果はう

す くなる。

①即時評価であること。

② l部の者より全員が望ましい。

③科学的 (教師のカンや漠然としたものでな

い )に キャッチできること。

方法としては種々あるが、 1部の者に答えさ

せたり、特に教師がよく使う全員の者に対し

て「わかったか」という言葉、傍で聞いてい

ると確かめるよりも「わかった」という返事

を強制している感じすら与える。

C庄徒の挙手一一最も簡単で多く見受けられ

るが、その時の雰囲気によって欺満が多 く

科学的でない8挙手のあと、その者に指名

発表 させ ることもあるが一部の者の発表で

は、その者の実態しかつかめない。

(こ の問題は本校で詳 しく実験研究した上

で実証 してい る )

C反応盤――上記欠点を補うため本校で考案

し、授業に活用 していたが、や 幼ゝ稚な感

じで、中学生では抵抗があって永続しない。

④反応分析装置―― アナライザーかせめて ミ

ニラィザーで もあれば問題は解決するが、

財政面ですべての教室に設置することは困

難である。

上記の理由でそれぞれ問題点がある。 バズが

すべての場合良いとはいわないが、比較的 こ

れ らの問題をよく解決 してくれると思 う。

方法 としては、対人法でチェックしてか ら挙

手をさせ、全体をチェックして もよいし、班

の中の誰かが発問者になって班の者 1人 1人

が答える質Fn3法 によるチェックも考えられる。

こうすれば、科学的にキャッチされtフ ィー

ドバックのてだて もよ り明確になる。

3 フィー ドバツ,ク とバズ   ‐

本来チェックや評価は目標行動の到達度を
'

知 り、授業改善の資料のために こそなされる

べきで、 ランクをつけた り選別だけを目的に

行 うべ きものではない。おちこぼれの生徒が

数多 くできるのは種々原因 もあるだろうが、

過去において 1時間 1時間の授業の中で科学

的にチェックされ、充分なフイー ドバックの

手だてが講じられなかったことが累積してい

ることに起因するものが非常に多いと思 う。

チェックして、NOの 者に対するフイー ド

バックは毎時間の授業で、国でい う程容易な

ものでなく、本 /‐Pの研究授業の指導案や実施

授業の反省会で も、つねに問題になるのが、

このフイー ドバックである。

① Yesと Noの流れの時間差

複線型のフローチャートも毎時間の授業で考

えて準備することも無理があるし、通過した

者が足踏をして時間を無意味に過すことは効

率的とはいえない。

②指導内容 と時間制限の問題

③Noの 者も個々に理解の程度やつまづきの

箇所が異る。教師は 1人でNbの者 1人 1人

に力)力)わ ることはできない。

④特に低学力でtレデイネスさえ通過し得な

い生徒に対する間 l」u、 時間はくるし、見切り

発車は極力これを避けねばならない。、

これらの問題を比較的よりよく解決してく

れるのは、グループによるバズ学習である。

①の問題はパズ学習で解決する、わかつてい
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る者、できた者 も自分の正誤を確かめること

もできるし、教えることによって更に深 く定

着 ぜることが可能である。唯漠然とわかっ

ていたのではとうてい人に教えることはでき

ない。

②のFH5題 は時間的な犠性は多少止むを得ない

し、当然それを予測して指導案が作成されて

いるはずであるが、どうして も無理であれば

第 7校時班の責任において解決しておくよう

指示を与えている、本校第 7校時の教科バズ

はf_A学力の生徒の学力を友人の力、班の力で

伸ばすことを目的に特設してあるので、その

趣旨にも沿うし、指示することによってその

班は第 7校時のとりくみがより明確になり充

実する。本校ではよくこの万法を科用し、 7
校時はできるだけ指示を与えた班に出向いて

アドバイスするよう努めている。

③は一斉に補説するより、個々のケースによ

つてバズでやる方が効果的

④については、やはり第 7校時のバズ学習の

時間を活用するより方法がない。前にさかの

ぼり基礎から教えるよう、その内容を指示し

ておく。

4 思考過程におけるバズ

すべての思考過程でバズが万能とはいわない

が、Fn5題発見や解決の思考過程、要約やまと

めの悪考過程において、自分の意見を主張す

るともに、他の人の意見も聞いて 1つ のまと

まったもの とする集団思考の効果は改めて述

べ るまでもない (た だし個人思考を軽視して

は駄日、個人思考があってこそ集団思考があ

り、その結果がまた個人に定着する )型 とし

ては自由会話法が最も多 くとられるであろう。

5 ドリルの過程とバズ

学習結果の個人への定着を図るとき、 ドリル

は時間の許す限り重視されるべ きである。 ド

リルの時におけるつまづきは個々によって異

るが、一寸教 えてやればわかる事が多く、根

本的な ものはあまりない。 、  _″ 一

ベテラン教師といえども短時間に机間巡視に

よつて 40名余 りの生徒にかかわ り合 う亀と

は不可能である。教師は最低学力の生徒 1～

2名 につ ききりでいて、特に他か ら質問があ

ればそこへ足を運ぶ程度でよい。

ドリル時は対人法、質問法、質疑応答の方法

等、 その目的に合 った最適な方法を選ぶ必要

がある。

Ⅵ あ とが き

以上、本校の未熟な実践やとりくみの姿勢に

ついて述べましたが、まだまだ未解決な問題

や困難点も山積してあり、実のところ暗中模

索している現状で、比較的スムーズに運んで

いる面もあれば、中には実践を尊ぶといいな

がら「 このようにできればよいな―」 という

期待的なことも書きました。この機会に諸先

生方の忌蝉のない御意見、御指導を賜り、遅

々たる歩みながらも止まらずに更に研修を深

めて、ひとりひとりの生徒の願いに応えられ

るよう精進したい と思います。

③ 授業実践例や、研究統計資料については

当日発表します。
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I基 本的な考え

「児童ひとりひとりを伸ばす学習はいかにある

べ きか」。ひとりひとりを伸ばす とい うことは、 ひ

とりひとりの可能性 を探究 し、その中に潜在す る

可能 J｀牛や能 力を信 じ、 さらに最大限に発揮 させ る

ことでぁる。 このことは、個人の人間としての尊

厳 を重んず ることになり、真理 と平和 を愛す る人

間 を育成す ることになると思われる。

真にひとりひとりの人間を尊重 し、創造的に自

己実現 をめざす児童 を育てるためには、それぞれ

の特性 をもった児童が他人との「かかわり合い」

の中で成長す る人間形成の過程 としてとらえた指

導 をオ甲し進める必要があると考えるЭ実際 には、

ひとりひとりの可能性 を伸ばす学習の中で人間と

しての成長、発達 を期待 したい。

体育科では能 力差、個 人差があり、われわれは

どちらかといえば能力の劣 る者 に重点 を置 きなが

ら指導 を進めることにし、体育の嫌 いな児童 をつ

くらないことを第一に考えているЭそのため能力

別の グループ編成はで きるだけさけ、これを集団

内の対人的なかかわり合いの中で解 ,夫 しよ うと考

えて きた。

Ⅱ 体育科のバズ学習

(1)体 育 科 の バ ズ

そのほとんどを動的な場面で占め られている体

育学習においては児童同志の相互作用 を中心に人

間関係の高まりを軸 とした主体的な学習がなされ、

話 し合いも単に言語による表現 にとどまらずお互

いの心にふれ合 うものがあっては じめて高まりも

し、深 まりもす る。 したがってバズを言語 による

表現のみにこだわらず「ン已ヽと心のふれ合い」「身

体的接触 による相互作用」 も含めて考 えたい。

体育科は身体活動を通 しての学習が基本 となっ

ている。 したがって絶 えず身体 活動を通 しての思

考でなくてはならないЭ身体活動中におけるさま

ざ
｀
まなフじ、の動 き「無言の話 し合い」などの中心バ

ズに対 して「周辺バズ」 として位置づけ、この周

辺バズを重視す ることにより、中心バズの内容 を

豊 かにし、話 し合いを活発化 させ るものと考える。

11)中 心バズ

学習過程 に位置づけられたバズ、セ ッ トされた

バズをい うЭ

ア 確認バズ (学 習の確認 )

課題の確認 を中心に、学習方法、約束 など本

時の中心 となるバズ。

イ まとめバズ (学習のまとめ、次時への発展 )

本時の反省 とともに次時の学習の動機づけの

バ ラだ。

0周 辺バズ

学習中随所 に見られる話 し合いを意味 し、児童

の自発的な話 し合いなどのことで、位置づけは特

にしない。

ア 無言バズ (技 の創造 )

他人の演技 を見て学ぶ こと。 これは言葉にこ

そださないが、無言の うちの話 し合いととらえ

たい。

イ 補助、激励バズ (学習方法の創造 )

ある意味では一方通行的な面はあるがバズを

目的 として とらえるならば、心のふれ合いの最

も大 きな場面 と考 える。

第11回全国バズ学習研究集会

豊田市立小清水小学校
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(2)単 元 の 構 成 と展 開

児童個々の育ヒカがじゅうぶん発揮で き、創造 1生

が発揮で きる豊 かな学習 を要求 し、いろいろな運

動が数 多くマスターで きる学習「発表会 を目標 と

した組み合わせ学習」を考 えた。

これは単元のまとめで行な う発表会 を目標 に、

個々の児童 が自分ので きる種 目を組み合 わせて学

ぶ学習であって、この一連の種 目の中には自分の

で きない種 目や学年の課題種 目を加 えて児童が自

分の課題 として設定するもので、児童 にとってみ

れば、自分ので きる種 目の組み合 わせから始め、

自分の運動 を創造 し、自分の能力に合 わせ、自分

なりにまとめて発表す るものである。

運 動 種 目

●自分の能 力に応 じて一連の組み合 わせ運動 をつ

くる。

●つなぎをくふ うし、つなぎの種 目をつくりだす。

●新 しい種 目をつ くりだす。

●マ ッ トの並べ方、f吏 い方 をくふ うす る。

●マ ットと跳び箱の組み合わせ をくふ うす る。

●補助具の使い方、補助の し方 をくふ うす るc

児童 の活動

1.学 習のあらましを知 る

2.レ ディネス調査 をする

3.学習計画を立てる

4.個々の課題とグループ

の課題 を確認す る

5。 学年の課題種 目 (で き

ない種 目)を 加 える

6。 つなぎがスムーズにで

きるようにくふ うする

7.全体がスムーズにで き

るようにくふ うする

8。 発表 をする

9。 反省をする

③ 単位時間の授業構造

1時間の学習は 1教 材あるいは 2教材の組み合

わせで行なう場合が多く、それぞれの授業構造 を

次のよ うにした。
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(3)低 学 年 の 学 習 過 程

低学年の体育では、 (準備)→ (確認)→ (総合 )

(ま とめ)の過程 とし、遊びを中心にい くつかの

領域 を組み合 わせた総合単元の構成 を考えた。

遊びは児童 にとって、もともと生活であり運動

である。低学年の体育では、教師が運動の技術面

に気 をとられ、単 なる技術指導 におわってはなら

ない。また遊びで もおしつけがましいものであっ

てはいけない。動 きの多様化、動 きづ くりに中心

を置 くことにより、児童はたがいに友だちと力い

っぱいぶつかり合 える遊びの楽 しさや、意義 を感

じるものである。そこからルールが生まれ、他人

との協 力の必要性、集団での遊びのよろこびが生

まれ ヽ 、っもの と考えている。

(4)学習 をささえるもの

C課 題

意欲が高まるためにはよく考 えればよいとい う

ものではない。そこにはよい課題、適切な課題が

与 えられることが大切である。

課題 には、教師から与 えるもの と児童 自身が発

見 し、造 り出 していく課題 とに分けることがで き

る。 しかし、そのいずれにも長所 と短所がある。

そこでそのいずれにも片寄 ることなく両者の長

所を取 り入れ、教師側 から与 えられた課題 (学年課

題)を 児童が個 々にそしゃくし、自分の能 力に応

じた単元の課題 を造 り出せるよ うにした。単元の

初めに自分の レディネ ス調査 をし、自分の技能 を

確認の上、 5～ 6時 間で目標達成可能 な範囲で個

個の課題 を創造 し構成す る。

バズ集団

ここでい う個人の課題は、バズ集団では共通の

課題 としてとらえなければならない。

② 発展的課題

児童は個人の課題とバズ集団の課題をもって学

習に参加している。この課題を追求し、目標達成

するために今ひとつ発展的課題 (本時と次時を強

力に結びつける課題)に 目をむけたい。

ア 残 存 課 題一本時の学習で残 されたものはな

い か 。

イ 復 習 課 題― もっとた しかめてお くべ きこと

はないか。

ウ 発展的課題―発展的に学習 しなければならな

いことはないか。

ここで生まれた課題は、児童の発見 したもので

あり生 きた課題である。学習をより高度なものヘ

より質の高いものへ と発展 させ るポイン トである

と同時 に、体育の生活化の足がかりとなり得 るも

のと考える。 これは、学習の自己評価であり、ま

とめのバズはこの点 を中心に展開 させ、次時の学

習課題の確認 と動機づけとした。

C学 習訓練

児童 に学習の仕方や、学習に対する正 しい態度

が身 についてないとすれば、いかに学習内容が豊

かであり(学習構造が合理的であってもその成果

は半減するであろ う。特に体育科 において創造的、

主体的な学習を展開 してい くとなれば、学習訓練

が重要な位置 をしめてくる。

ア 現在の クラスの児童の実態や学習意識 を診断

して、 どんなヨ|1練 が欠けているかを見とどけて

年間計画 を立てる。

イ 学習以前 といえるような基本的な訓練や学習

準備などは、 最初 から才旨準認しヨ||イ凍をく りλ区し、

実施するようにす る。

ウ 学習方法の訓練 については、単位時間内にひ

とつずう訓練項 目をとりいれて順次積み重ねて

い くようにす る。

工 次々と新 しい項 目を訓練す るのではなく、学

習に役立つ ことに気づかせ、前時の徹底度 を確

認 しながら次 に進むようにす る。

オ あせって体育の授業 そのものが訓練 に終始 し

ないように気 をつける。

以下、跳び箱運動 とマ ッ ト運動の組合 わせに

よる個人課題方式の中学年でのバズ学習の実践

言己録である。

-3-



(5)指  導  例

学年 4年
種 目 器械運動

ね らい

〇台上前転 とマ ッ ト運動のつ なぎをくふ う

し、スムーズにで きるようにする。

○問題点 乞 :舌 し合い、補助 しあって練習 す

る。

課 題

○台上前転 とマ ッ ト運動 2種 日をつなぎ、

グループの運動 を作 ろう。

教師 の活動

グループで話し合

させる。

児童 の活動

○グループの種目、順番、

補助の有無について話し合

う

‐，‐―
‐↓

　
】

1/)

tr,lJ'

○連続運動の練習

させる

○役害1り 、順番を決めて

練習させる。

を| ○グループの課題種目を練習

する0

0友だちの問題点について

助言する。

○役害|り 、順番を守って

練習をする

公
心

|

/_NI

|
|
|

○つなぎをくふうさせる。

○それぞれの能力に応じ

た補助を考えさせる。

○友だちの試技をよく

見させる。

○連続種目がスムーズに

いくようにつなぎをくふう

する。

○危険のない補助をする。

○自分の試技と比べ参考

にする

授業記録

(J)基  本 (台上前転 )

4年生では初歩的技能が追求 されるわけだが、

実際には前転 も正 しい姿勢で行なえない者 もある。

それに力‖え、台 Lで の前転 となると手をつ く位置、

ふみ切る強 さ、台上 とい うことでの恐怖 などでで

きない者が多くなる。そこで、台 を低 くしたり補

助の し方をオ旨導 して補助 をつ けた結果で きない者

が 4人 ほどになった。 しかも、 うまくで きる者は、

足 を伸ば して台 L前転 がで きるようになった。

この台上前転 にマ ッ ト運動 2種 目を組み合わせ

て グルーフ
゜
の課題種 目を作 らせてみた。

② 子 どもの作 った課題種 目

○台上前転 一― 前転 ― 前転

○台上前転 ― 高i転 ― 後転

○台上前転 ― 後転 ― 後転

○台 上前転 ― 腕立て側彰:― 前転

などである。

〈児童の声〉 (台 L前転 )

C・ 勢いが弱い し、ふみ切りが弱いよ。

C2手 をつ くところが前す ぎるよ。

C3背 中をf申 ば したらだめだよ。

CL じようず にで きたよ。 (以 F田各)

〈考察〉

指導のは じめに、台 上前転で 、技術的なI面 で

の注意す る点を知 らせておいたので、児童が友

だ ちの試技 を見て助言 したり、自分の参考にし

た りす るのに役立 ったと思 う。

〈児童の声〉 (台 上前転 ― 後転 ― 後転 )

C・ 台上前転 から後J転 になるとき、つなぎがう

まくやれないね 。

C2つ なぎを考えようか、それとも台上前転の

後の後転 を前転 に変 えよ うかo

C3子炎転 を前転 に変 えた方がいいねo

〈考察〉

4年生でのマ ノト運動は、前転、後転の 2種

目しかで きていないので台上前転 からのつなぎ

に問題ので きた グループもあった。 しか し、児

童は連続技 をスムーズに流すためにいろいろな

「つなぎの種 目」 を考え出 した。

児童 の 考 えたつなぎの種 日 とその方法

① 中腰のまま方向転換

② ジャンプして方向転換

③足 を交叉 して方向転換

④前転 から同 じところをもどって後転

⑤学習 してない腕立て側転 をf吏 った方向転換

などである。

児童の発想 を大切にし、運動の 多様化 をねら

つて授業 を進めることにより、活発 に学習がで

きるよ うになってきた。 しかし、 グルーフ
゜
、個

人の課題種 目を練習する時間をかなりとるため

学年の課題種 目を練習する時間が少なくなる。

技術面のおさえをどの程度にす るか、などの問

題点がある。 これらの点の解決が、われわれの

大 きな課題 と考える。 (昭 、51、 11、 19)
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理・ |ま じめ |こ

昨年来,バ ズ学習の理論をふまえながら

課題と評価につしヽての実践的研究をすすめ

てきた。昨年度は課題と評価に視点をおしヽ

た研究ではあったけれど, どちらかとしヽえ

ば「 相互作用を生かした学習指導 」につい

ての基礎的,全般的な研究でもあった。

それは,バズ学習をとおして,全児童が

意欲的に, しかも楽 しく学習できるように

すること,そ して,「 動 きのある学校づく

り」の体制確立をまずもってすすめるため

であった。

本年度は,昨年か らの実践を基盤にしな

が ら,よ りよい学習課題の設定 と,そ れに

ともなう学習過程における評価 (即時評価 )

のあ り方をさらに追求するために標記のよ

うな研究主題を設定 した。

2.研究 の方針 と方 法 (基本的な態度 )

C)方 針

なぜ,わたしたちはパズ学習をするのか

という基本的な立場をもういちどここでは

っきりさせたい。それは,パズ学習をすす

めることによって

ア,認知目標 と態度目標の同時達成がで

きる。

イ,児童の学習参カロ度を高めることがで

きる。

ウ,指導上必要な評価 と自己評価が容易

にで きる。

工, これ らの ことが学習指導上のあらゆ

る領域において可能になる。

などの効果を期待 したか らである。

テーマの設定にあたっては,頭初にも述

べた教育体制の確立 と,学習の効率イヒを,

よりいっそうすすめ,児童の理解を深化拡

充 させ るために, 日唄の実践を焦点イヒして

しヽこうれ うヽね らいつゞあった。

また,わ たしたちは課題 と評価の問題に

対する研究活動に終始することなく,

・学習風標の具体化

・具体的な学習課題の構成

・ 課題解決へのとりくみ とその援助指導

。学習効果の評価方法

など, これ ら一連の実践的研究をとおして

テーマに迫ろうとした。

2)方 法

研究をすすめてきた基本的ぼ姿勢は次の

とおりである。

ア,毎週可能な限り 1回 の現職教育をも

ち, これを研究の核とする。もちろん

毎日の実践を土台としていくことは,

もう までもない。

イ,全職員が公開研究授業をし,研究主

題にもとづく実践上の問題につしヽて協



議する。

ウ,現職教育においては,授業研究の他

に,理論研究 ,輪読会等をし各 自の見

識を高 めてい く。

工,学級集団の成長 と個人の向上をめざ

し,各教科は もちろんのこと,道徳 ,

特別活動,生活指導のすべての分野に

わた り,研究の対象 とする。

オフ全体協議はバズによって行ない,金

職員のより積極的・rf参加を求める c

力,研究協議や授業実践等の記録を累積

し,そ れを通 して研究上の問題点 と今

後の研究の万向を明 らかにしてい くc

キ,現職教育委員会を構成し,研究推進

のための万向づけを tノ たり,問題提起

をした りする。

なお,研究授業の協議に¢ぞむ態度 とし

て ,

0おせ じを言 い合 う場でなく,思 った こと

を正直にどしどし言い合うのが授業者へ

のエチケ ツトであること。

e授業者の反省が深まることによって,授

業者自身が成長す ること。

を,お互いた確認し合 ってすすめれ る`。

g。 実 践 翁 中 で

(掛 授業研究の視点

わたしたちは授業研究をするとき,研究

の主題である「 課題と評価 Jに 焦点をあわ

せ,次のような視点を定めて研究を深めて

きた。

ア,課題前の授業は適切であったか。

イ,課題は適切であったかっ

ウ,課題に対する児童のとりくみのよう

すはどうであったか。

工り課題後の指導は適切であったか。

オ,教師の評価は適切になされたか。

力,評価後の教師の指導や次の課題に対

す る事前指導は適切であったか の

キ,子 どもの自己評価や相互評価は適切

であったか。

ク,学習の311練 が, どのようになされて

しヽるか。

2

(2)授業の流れと課題

授業をすすめるとき, ふつ う, その流れ

を 3つの段階に区分して考える。すなわち

準備過程,中心過程,確認過程である。そ

してそれぞれの過程において,学習過題を

設定する。もちろん,学習課題は,各過程

において, 1つ の場合 もあるが, 2つ以上

の場合 もある。

課題は,指導目標 と,子 どもの学習活動

の間にあって,子 どもの思考,問題解決の

はたらきや,知識 ,技能の定着をうながす

もの,つ まり,仕事の内容を指示す るもの

であるか ら,い きなり課題を与えても課題

確決への とりくみが円滑にはこばなも`こと

が多い。

また,相互活動によって,課題が解決さ

れたあと,それを教師が補足,修正し,最

終的なおさえをしなければ,よ り確かな指

導をしたことに 1ま ならない。

これ らのことを考えていくと,課題その

ものがよく吟味された ものであ つた として

も授業の中で,そ の機能を充分,発揮する

とはかざらなしヽことに気づ く。

わたしたちiま 〕課題が,よ い課題 として

授業の中で生かされるためには,そ の前後

に行なわれる教師の指導が,非常に重要な

意味をもっていると考え, これを大事にし

てきた。

ことに課題前の指導における動機づけは

課題にとつくむ子どもの姿勢 を大 きく左右

す ることが今までの実践か らも, うらづけ

られている。

課題前の指導の役害」として考えられるこ

と(こ ,

ア,問題意識 をもたせる。

イ,興味関心をよびおこさせる。

ウ,手がかりをつかませる。

工,予備知識 を与える。

などがあげられる。

課題前の指導,課題提示,相互活動,課

題後の指導,評価 という一連のステンプを

より意識的にふんで授業 をすすめるために

指導案の形式を次のように したこともある。



学習活動 と指導 上の留意点

5年 社会科

単元 日本の農業の特色 と問題

O p86の グラフを見ながら,自 作

農, Jヽ 作農のちがいについて指導

する。

・ 知 っている児童があれば発表 さ

せる。

O1941～ 1970年の グラフである

が終戦は 1945年 であ ることを,

おさえてお く.

p86の 自作.Jヽ作の移 りかわ りのグラフを見

て,気づいたことをで きるだけたくさん発表 し

なさい。

0輪番で 1分間話し合う。

・ 戦 前,戦 後の自作農家の割合

・ 戦前か ら戦後にかけての自作 ,

い作の移 り変わ り。

0指名 し発表 させ る。

・ 手を上げていない児童に も意図

的にあてる。

。つ とめてつまづ きを とりあげる

ようにする。

0現在の農家の姿 も30年 前までは,

大部分が爆ヽ作農であ ったことをお

さえ, どうしてそう変わったのか

を意識 させる。

0戦前の地主 とりヽ作の関係を説明す

る。

・ とれ高のおよそ半分を地主にお

さめる。

・ 機械の利用 や化学肥料 もなかっ

たので農作業 も苦労が多かった。

など

0こ こまでの学習事項 をノー トす る。

・ 板書の空 らんをうめる。

力滝 えられる.

・学習日標を達成するための もの.

・ 単元や題材の中での位置づけが明確なも

の

・ 高度な段階への発展性のあるもの

C思考が深まるもの。

また,児童の関心を高め,思考が促進 さ

れやすぃ課題であるためには

・ 適当な複雑さや不明確さを含んだ もので

あること。

・興味を換起で きるものであること。

・ 子どもが とりつ きやすい ものであることG

・ がざられた時間の中で,ま とめ られるも

のであること。

・ まず教師にで きるものであること。

・語尾は指示する形 (命令形 )で あること。

などの条件が必要であろう。

一方,実際の授業の中で, どういう課題

が, どんな形でなげかけられた とき,子 ど

もたちが活発にとり組んだか,例を示す。

・確認的 (復習的 )な もの

・ 身近かな経験,生活に密着したもの。

・ まちがいを見つけさせるような もの。

・ 行動をともなうようなもの。

・ 比較するような もの。

参子どもが興味をひくもの

°フイ~ド バ ンクした後の もの

いうまで もないことであるが,具体的で

何をやるのかがよくわかることが課題提示

のし万 としての必要最低条件であるの

5年 算数

単元 円と多角形 (

(器 )

・ 戦前,戦 後

の,自 作,

Jヽ作の移 り

かわ りのよ

うすをつか

むことがで

きた。
５

一１０

の卜
　
　
法

一　
認

接

ノ

確

隣

(3)よ りよ毎`課題を求 めて

課題に対するとり組みが活発であるか苔

かは,課題前の指導が大 きな意味をもって

いるわけだが,まず課題そのものの適否が

当然問われなくてはいけない。

よい課題の条件として
｀
次のようなもの

過

程 学 習 活 動 1指 導上の留意点 1 評    価

準

備

過

0六角形を見て辺

の数,頂点の数

はいくつかプリ

ントにかく。

OTPを 示す

0六角形すべてに

共通 な数である

ことをおさえる

0辺 の数,頂点の

数はわかったか

(挙手 )

六角形 Aは ,他の六角形 とどんな点が違 うかみつけな

さし` 6

0い ろいろな六角

形 を見て,違 う

点にっぃて考え

る。

0直観的 に,Aの

六角形は,等辺

等角であること

に気づかせる。

0英亀しヽは, わかっ

たか。

(隣接法,挙手 )

課
題
程
示

小ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過



0話 し合 う。

0発表す る。

0目 標はわか った

か。 (隣接法 )

0作 り万はわか っ

たか。 (挙手 )

0折 り万,切 り万

は正 しいか。

(隣接法,机間巡

視 )

0正六角形の特徴

が理解で きたか 。

(ノ ー ト,指名 )

0日標 についての

説明をす る。

0作 り万を理解す 10ア ルファベ ント

中 |る 。   |「 D,E,F,

0指示に従い,六 I G」 の読み万を

角形 Aを作る。 1 指導 する。

③ O作 り方の重点を

Op60 ①の問題10要点を板書する。

の意味を理解す 1 0TPで調べ る辺

る。     | を確認 させ る。

10本時の目標 を理

p60の六角形 の作 り万を見て,Aを 作 りなさしヽ

過|        | ]暑 II[[つ

六角形 Aの特徴 を調べ,ま とめばさい

課題が具体的で,指示内容が明確であ り,

児童の とり組みは活発であった。 3つ 目の

課題は「 六角形 Aの特徴は何か, ノ… 卜に

書 きなさいJと した万がより適切であった。

l年 理科

単元藤がおのはなとみ(+)

授業中の子どもの反応か ら,課題を修正

して与えた り,予定外の課題を新たに設け

る必要の出てくる場 合がある。

あさ0メ おにに

花があるでし

この課題の場合,表現の中で Fに てぃる」

という言葉に具体性がなく,花の形の仲間

分け とし`う教師のね らいが充分に果せなか

った。次のような課題を追加 して出したと

ころ,話 し合い も活発におこなわれた。

あさがおの花と,チ ューリップの花

は, どんぼところがちがいますか ,

考えなさい。

(4)指導 と課題と評価

l時間の学習内容は,ふつう,し く`つか

の区分に分けることがで きる。わたしたち

はその区分ごとに子どもたらの理解をおさ

え,確かめながら授業をすすめている。こ

の確かめが評価なのだが,学 習過程におけ

るこの評価 (即時評価 )を ,よ り確かな学

習を進めるための指導の手がか りとして生

かすように必がけてし`る。

今,授業の中でおこなわれる,指導,課

題提示,即時評価の 3者の関係を考えてみ

る。

教師の指導のあとに課題の提示があり,

課題解決のあとには必ず評価がなされるべ

きであるし,また課題なくして評価はあり

得ない,と いっても過言ではないだろう。

|             |
L_________―

―
一 ― 一

一 ―
一 一 一

一
¨ J

指導,課題,評価は授業の流れの中で ,

上図のような位置関係にあるといえるが,

実際には,こ の 3つ 全部を含めたものが指

導であるとい うふうにとらえたい。

(5)評価 め実際

評価については,即時評価の万温 場所

適否, とりあげ万などについて昨年度の研

究を積み上げるなかで,次のようなl■

‐
説を

たてた。

。子どもたちの理解度を的確にとらえるこ

とができる。

・ 努力成果をみることがで きる。

・ 到達度をはかることつゞで きる。

。今後への励みと努力点を知 らせ ることが

で きる。

・ 確かめがで きる。

・学習のまとめができる。

・ 指導の反省がで きる

ア,評価 として考えられること。

学習活動が存在 する以上,評価は,ど

こでも存在する。いささか拡大すれば ,

次のようなもの も評価 として考えられ る

だろう。

・ 確かめ (是否の区別 )

導
し
日



・ まとめ

・ 反省

・ はげま L/

イ,評価の しかた

学習課程における評価のしかたとして

は,い ろいろな万法が考えられるが,ふ

つゝ 次のような万法を単独に,ま たは,

組み合わせて用いている。

・ バズをさせ る

・ 挙手させる

。指名し発表 させ る

・机間巡視 して指摘す る

。評価表に記入 させる

・評価テストを行なう

。プ リン トに書かせる

oノ ートさせる

・動作をさせる

o読ませる

これ らは,対教 魏 児童相互 ,児童自

身のいずれかlaCお いてなされるが,最終

的には原則 として教師側の対児童評価で 「
しめくくられる。

ウ,評 ln~す る上での留意点

・ 常に評価を目標 との関係で とらえてい

くこと

・ 認知,態度向面か ら評価してい くこと

。広義にとらえて,話 し合い活動は,す
べて評価活動であることを意にとめて

いくこと

・児童の自己評価は,あ しヽまいにならぬ

よう評価基準を教師がしっか り示すこ

と

工,評価表のねらい

評価表の項目は学習 目標を具体化した

ものである。だか ら,子 どもにとっても

わか りやす く自己評価がしやすい。

また,評価表を使うことによって

o目 標をわか りやすくさせる

・ 学習内容をはっきりさせる

ことがで き。それによって

o学習活動を主体的にすることがで きる

評価表 を使う上で注意することは

。評価項目は簡潔にすること

0長つづ きさせるためには評価表をきば

りす ぎないこと

。なぜ評価表をつけるのか, というねら

いを子どもたちにもはっきりさせてい

くこと

である。

オ 評価の実践例

0 自己評価表

学習内容をより的確につかみ,学習

結果をチエ ンクするために,あ る教科

では自己評価表を使っている。

◎ 算数科の例 (高学年 )

目 標 自己評価

l 倍数 鬱約数の意味を覚

える。
A

2 倍数 崚約数をみつける。 A

0 元気よく発表する。 B

始業 と同時に上図のような表をノー

トに書 き,授業終了直前に,日標の達

成度を A・ Becで 自己評価す る。

A… …で きた

B… …ややで きた

C… …で きなかった

また,態度 目標を必ず入れるように

し/て しヽる。

教師に とっても児童にとって も簡単

な方法なので表 を書いた り,評価 した

りするのに時間がかか らず,長つづ き

している。児童の意識調査をした とこ

ろ

・ 目標があった万が, きょうやるこ

とがよくわかる。

・ なにをやったのかわか らない,と

しヽ うことがなくなってきた。

などの声が多かった。

に)確 認テス ト

授業終了前に,本時の目標至J達度を



テス トによって評価するものである。

短時間にできるものでなくてはし`けな

し` .

社会科の例 (高学年 )

短 ざく形の紙にプリントし,評価後

は各 自のノートに貼 っている。

0 生活反省表

授業中の評価 とは直接関係ないが,

帰 りの短学活などで利用するものであ

る。

低学年の例

班ごとに話し合って記入 させている。

OXの基準が班によってちがう, とい

うことや,マ ンネリ化しやすいなどの

問題点はあるが,時々形式を変えるこ

とによって新鮮さをもたせるように工

夫 している。

l日 の学校生活の成果を自分自身が

知 り,次の日の生活に意欲をもたせる

ために作った。

40実 践 をあ、りか え つて

研究途上のことでもあり,ま とまりらし

いこともつしヽていないのが現状である。し

かし,実践 してきて,教師側にも,児童の

側に も少しずつではあるけれ ど,い ろいろ

な面での成果 があがって きていることは確

かである。

(1)教師狽tと して

・ 課題を追求 していくことにより, よつ意

識的に授業の くみたてを考える姿勢がで

て きた .

・ それに関連 して,教材や,内容の精選が

すすめられるようになった。

・ 即時評価をすることにより,児童の考え

や理解度が確かめられ,次の課題や活動

が明確に指不できるようになった。

・ 学習活動の精選にも目を向けることがで

きるようになった。

12)娠腫:側 として

。反応器によって,お りめきりめがしっか

りつくようになった。

o先生の指示や自己評価表等によって学習

する内容が事前によくわか るようになっ

た。

・評価活動をすることによ り、わかったか

わか らないかを確かめなが ら進むので,

自分のつまづ きや誤 まりがよくわか り,

復習がしやすくなった。

・ そのために,興 味や関心が高ま り,進 ん

で学習に参加で きるようになった。

5。 おわ りに

課題 と評価についての実践的な研究 をす

めて きたが,ま だまだ,そ の途上であり,

ほんの断片にす ぎない。これまで実践 して

きたことを,さ らに深める意味で,次の課

題に も日をむけてい きたい。

・ 目標,課題,評価の関連を追求すること。

・課題に対 して,児童ひとりひとりが, ど

のように反応し, どう思考が深められて

いくかを, きめ細かに とらえてい くこと.

・ いろいろな評価活動の万法を,実践の中

か らもっとみつけてい くこと。

瀬
戸
内
地

方

の
農
業

ｐ５

この地万の耕地の特色は

どんなか

耕地を広めるために, ど

んなことをしてきたか

理由をつけて発表できたか  (00△ 0× )

回はん がんばりひょう ○○

0'lfこ

つ |ち

わ も

す

れの

よじ
うゆ

ぐん
のび

はよ

びう

な

しし`

じん
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うよ

きし

うく

し
　
ご
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か
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913 ○ ○ ○ ○ × / / ○

91 6 ○ ○ ○ X X 〇 ○



第ll M金国バズ学習研究集会

自己指導 0自 直実現をめざま生後の育成

ひとりひ と りのよ りよしヽ変容産求めて

愛知県春 量井市立麟曲台申学校

lo lま し (め に ければならない。このようなサイクルを反復する

ことによって,よ う確かなひとりひとりの成長を

本年度は,昨年までの研究成果をふまえ,パズ  みつめていくことができよう。

学習を基盤として学習指導の実践研究を推進する

中で,生徒ひとりひとりが,自 己指導・自己実現  5。 実 践 の 中 か ら

をめざし,よ りよい変容を促すことに努めている。

① それぞれの教科の立場から,学習過程の中   (1)外的とらえ～発言と記録から
で, ひとりひとりの生徒をとらえながら,そ
れぞれに応じてよりよい変容をしていくよう

な授業構造への追求。

② 学級経営において, ひとりひとりに目的意

識をもたせ,積極的に参加することによって

より望ましい学級集団をめざす。

③ クラブ活動を通して, ひとりひとりが自己

をみつめ, 自己をみがくことによって,自 己

をより高めていくようにする。

それらが本年度の重点目標であるが,そ れへの

アプロTチ は,あ らゆる場における追求であり,

また,多角的に深くとらえることを意図している。

2.変 容 を求 めて

生徒ひとりひとりによりよい変容をひき起こす
み   には,生徒の全体像をとらえることが前提である。
二   まず,その初期の段階においては,発言,メ モな

.   どによる外的なとらえを中心に観察している。つ

づいて追求の姿勢,考え方の特色など内的なとら

えがこれに加わる。また基本的事項の理解度は,

生徒のとらえにあたって,常時参考にすることが

重要である。

このようにしてとらえたひとりひとりに対して,

どのようなアドバイスをしていくか,そ れによっ

て, どのように変容しているかをとらえていかな

-1-

自主発言は男子が多い。 リーダーシップをと

るのは, 1。 13◆ 14.17で あり, 単発的なのは 8。

9。 ⑮ ,18。 まとめで出るのは,2.16.で あること

が多い。

日 は, メモはいつもきちんと書けるが,発言

にはむらがある。⑥に多い女子は指名すれば,

内容の豊かな発言ができる。

基本的理解の低い10人はいずれも発言の少な

い類型に入っていることは注意を要する。とく

に3の指名の機会には留意 している。

多

17

13 日

8⑬
16  ⑮

0000女子 □…K  -9月 末現在―
=… 基 本 的 事 項 の 理 解 低 い 。

Ｍ
　
　
２

① ② ③ ④
⑦ 10 ⑨ ⑩
⑭ ll ⑩ ⑬

15  ⑩

多
↑
―
由
囲
園
皿
―
↓

少

⑩

　

⑤

⑩
〓⑭

〓
　

　

Ｓ
〓

Ｃ６
〓
　
４
〓

轟
　
　
餞⑫



(2)内 的 とらえ～ 問題追求の姿勢・

考え方の特色 〔
―

向弱〕

几 感覚派…直感的にひらめいたものから追

求を始め, 自分を裸にしてつくろうと

ころが少ない。 4。 12.① ⑨ ① ① ①

イ。現実派…問題状況に応じて,具体例に即

して考えるが,是々非々である。

1.5。 8。 9.14.15。 17.18.② .③o④.⑥o③.

⑩.QQ⑬.Q⑩
ウ.理論派…理づめで考えをすすめるが,自

己の内面まで動かすことが少ない。

2。 3.6.□ .19.11.13.16。 餓⑫⑬.⑩

どのタイプの生徒がよいというのではなく,

それぞれのタイプに長所と短所がある。各タ

イプの特性を生かしながら成長する手だてを

打うことが必要である。

(3)K男 のとらえと手だて～観察メモより

%単元テストの時,合掌して祈りをこめてか

ら問題を始める。(テ ストにこだわる子?)

K第 2次世界大戦の原因のレポーターに指名

はきはきした説明,TPの 図も色をうまく

使ってわかり易い。(な かなかやれるな)

6/7授業に行 くと,席でマンガを読んでいる。

取 り上げて,放課に注意して返す。
6/243限  教科書開かず,私言,学習意欲見 ら

れず。読み指名,ハ イスピードで読む。要

点聞 く。行数で答える。T要約 していえ。
K無言,Tど うしてこんな質問しているか

わかるか。Kゎか りません。T理由説明

Kすみません。 T簡単にあやまるな。 (6

月に入ってやる気がうかがえない。バズも

消極的,ノ ー トするのみ)

6/251隈チ 玄関で会 う。K「昨日はすみませ

ん」 T「わかった。がんばれ」

少しだ。
9/8「節約はよいことか」の予想で下枠内文を

書 く。少数派で論旨に飛躍はあるがKを み

がくには絶好の場 と考え授業の中心にすえ

た。

節約はしなくてもいいと思 う。皆は将来の

事を考え,乱雑に資源を使 うなといっている

が,結局,大切にしてもぱっぱっと使っても

限 りのあるものは限 りがあるのだ。いつかは

なくなる。早いか遅いかだけだ。それより今

のことを考えよう。終戦以来成長を重ねてい

た経済を「節約」といってストップさせたら

大混乱が起こる。作っても売れず,倒産,失

業が増えると思 う。そんなことして自滅する

より,太 く短 く生 きる方がよい。<以下略>

9/30

1.14.⑮ が反論した。 13.17が K側で応戦

結果は大混舌Lは オーバーだとして混舌Lと 訂

正した以外は自己の主張を通し続けた。

(鋭 い対立では変容しないか?)

太平洋戦争Kの メモに「人間は利己的でわ

がままで,偏見と差別をもち,自分の利益

を守るためには相手を悪く言おうが,殺そ

うが自分のすることはみんな正しいのだ,

というようなものに思えてきた。」この考え

を動かしたい。

N君のメモより

9/13漢字を練習しはじめて5日 め。だん

だんむずかしくなる。少し複雑にな

るともう自信がない。

%6自分では気をつけているのだがすぐ

字がザツになってしまう。これから

は一字一字へたでもよいからしっか

りかこうと思 う。
9/18前 国でまちがえたのは,なんとか書

けるようになった。
9/21漢字を覚えるためには,書 くことが

必要であると痛感した。

%4やはり漢字は意味がわかっていてこ

そ書けるのだと思った。

9/2面数の多い漢字には,自 信がなかっ

た。

‰

%

7/s

慎重にやっている。カットの絵がうまい。

(学習にむらがある。理論的思考よい)

各教科のコメント 国語 ――学習態度が確

立 してきた。40TOP.数学 ― よく発言

し積極的だが,落着 きがない。もっと他と

協力を。 理科 ――予復習して理科的なも

のの見方を養なおう。 美術 一一落ち着 き

がほしい。 美体トー 落ち着 きがほしい。

技術 ――発表力はよいが雑談が目立つ。

英語 ―― よく努力 した。質問 もよし, もう

-2-



9/30漢字には同音異義語があるので, じ

ゅうぶん気 をつけよう。
10/2よ くなかつた。自分では書けると思

っていたが,実際はそうではなかっ

た。
10/3自

分では60%の で きだと思 う。自分

の力ではこれ くらいだと思 う。
10/5た くさんやることがあり,あ せって

しまった。    etc。

M子の記録

<M子の記録>

<M子の考え>

○自分は級長だが, このクラスを良 くす

るにはどうしたらしヽいか。

○自分はクラスの伸間から慕われている

だろうか。

O少なくとも,ま ず自分だけはあいさつ

をし, そうじもだれにも負けずに一生

懸命やろう。

<M子の思い>

○自分は級友か ら慕われていないのでは

ないか。

○自分は級長には不向 きでは………。

(6)K子 のカルテ

0住  所

○欠席状況

兄 大学生

高森台団地

○学  力  下

01学期末各教科 アドバイス

国 基礎学力に力を入れたし・。

話 し合いに参加 したい。

社 友人との対話ができない。

数 よく質問する。授業中もよくやる

友人に開く。

英 時間をかければできる。

○友 人 BDesさ ん。表情は明る中

が,一部の女子学授業中指名 される

と,や っと問越える程度の声で発言

する。壼園記などまこまま自己主張,意

見交換ができる。家庭に於では,満
極的で特に実習は不得意である。

(以 下略)

(7)生 きた授業を求めて

生 きた授業を望むのは教師も生徒 も同じで

ある。それには,教師の生徒の実態をふまえ

た授業構造が必要である。

ス 指導上の留意点として

① ひとりひとりの生徒の変容をもとめる

ためには,ま ず全体の傾向 (生徒の実態
・認識)を つかむ必要がある(こ と。

② 生徒が学びたい,知 りたい (行動的目

標)と 思うことを重点化の柱として学習

内容を整理すること。

③ 重点化されるべき学習内容については

十分な時間をとり,探究の過程,話 し合

いの過程をふませること。

イ.学習の展開にあたって

○生年月日

○家庭環境

S3702・ 10

父 大学卒 会社員

母 高女卒

月 4

園数 7

○明るい声,大 きな字,あ わててミスが

多い。

○聞 く態度は良いが,授業中の笑い声が

気になる◎

○統率力あつ。

○関係的悪考が不十分である。

○おしゃべ りが多い。

―

↓

o学びたいこと
・ 疑間に思 うこと

プ リテス ト

o全体 の 順 向
oひ と りひ と りの

指 導 の 目 や す

自己話炉 :勇翼℃奮聾ぶ予野埓
ポス トテス ト

―

↓



ウ。生徒の実態と授業の組みたて

単元 ; 生 きている生物の活動

(事前調査 .抜)

圃卜.生 きているということはどんなこ

とでわか りますか。

(全体の機内の把握)

M 呼段について正

こうした授業の構造の中で,D子の行動

に焦点をあてて追ったが, ひとりひとりの

生徒が,ほんとうに理科に親しみ,主体的

な学習ができるようにさせるまでには, さ

らに微細な分析と把握が必要であろうし,

何よりも自己理解 し,努力するだけの目標

を持たせることが大切であろう。そのため

には,生徒ひとりひとりの疑問や発想をほ

りおこし,それを授業に組み入れていくこ

とがポイントになる。そういう意味で実態

をつかみ,授業を構造化し,重点化を意図

した授業展開の必要性を痛感したわけであ

る。

(8)学習とりくみ表

この表は,生徒の授業前の準備状態から授

業中の態度,忘れ物の有無,グループ活動に

おける参加度などが,把握できるようになっ

ており,全体として学習意欲の程度 も,つか

めることができる。 (表省略)

グループ活動が,効果的に行われている班

の反省を見ると,

「だいたいわすれものもなく, 1人 1回発

言 してバズが有効にできた6班長にも協力

してくれてよかった。』 (235勢

ということが,上げられている。これに対し

グループ活動が, うまくいっていない班には,

問題生徒が必ずおり,グループ全体に悪い影

響を与えている。 5月 後半から6月 中旬までの

の調査で,浮かび上がってきた問題生徒に対

しては,個人面接による指導をした。

(9)到達度認定カード

計算力不足をおぎなうために,個人Ellに次

のようなカードを提示して,苦手な分野の計

算練習をさせている。

て
る

学
習
計
画
を
た

―
―
…
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
１
）

《
講
し
合
い
）

く
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・ 成長 している
。伸間をふやす
0心臓や脈が動いている
0呼吸している
0細胞が動いている
0栄養分をとる

・ 意志がある  等

1次 細胞の活動をしらべよう
2次 呼験についてしらべよう

3次 栄養分になる物質をしらべよう

4次 動物の体の働 きをしらべよう

5次 植物の体の働 きをしらべよう

呼段について正 しい文を選べ。

ス 櫨物はC92を 出すが動物は02を 吸

収 してC02な 鐵す   (2つ 0
イe績物まま昼間は光合成をし夜聞呼吸

を
~3~る         (17入 )

ウ。 植物 も動物 も昼夜警問わず常に呼

吸している        (3S人 )

二. 櫨物が等吸するということまま光合

成することである    (19人 )

札 生活に必要なエネルギーは呼吸活

動でとり曲される    (7人 )

力.呼吸でとり入れられたOがま栄養分

の分解につかわれる   (26人 )

細胞 も生 さているだろうか

☆細胞での活動

(7時間)

イ.工 は誤答

を置いた授業

員

夫皇茫進
の
|  1管墨慇・`・軽

細胞 と呼吸 …・・重点化

到鯰鰤ゝ寇兆― 孵

第 1ス テップ 小数の計算

第 2ス テップ 分数の加減

】

　

一



第 3ス テップ 分数の乗除
約 分 有 X

約 分 無 ○

プツテス

‥
。

４第 正負の加減

第 9ス テップ 方 程 式
―元一次 ○

連 立 ×

(10学力診断プロフィール

授業開始のチャイムと同時に,学習委員の

指示により,計算テスト開始。 3～ 5分後 ,

自己評価,結果をプロフィールに記入する。

プロフィール (5C K。 1)

① バズノートをくふうして

その日の活動状況む記録するのにもひろひ

ろ方法があるだろう。ここに試みてぃるのは

各教科ごとの班内および,全体での発言回数

と生活の反省を書 き加えることにし,売言国

数は毎週末に級長が集計して表にあらわすこ

とにした。

(一週間の発表回数表)

5月 15日 個D 3班 ょり
10

9

8

猫○

彦君はだんだんよくなってきました。その

ままで。αさんは変化が激しいですね。班内

の話し合いは活発になってきました。さらに

活発になるようにがんばろう。

5月 15日  6班より
20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

今週は話し合いは活発にできたが多さん,

θ君もっとがんぱろう。C君が一番でした。

⑫ 係活動を通して

-lBの 例 ―

係の立候補ellになってから, クラスのため

にやってやろうという意欲のもりあがりをみ

た。帰りの短学活における,学習計画 。ポイ

ント整理とも,llFを 追って積極的にと強くめ

るようになったのは,そのあらわれである。

-lGの 例 ―

学級でどんな係が必要か話し合わせ,各係
の分担を決めた。そして,学級の係活動の内

翌
爺

】
鶴

針

サ

τ

鰯

璃

樹

識

め
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容を明確にした。班活動であるために, さぼ

っているとつきあげられる。自分たちで必要

に応 じて,各係の班会議を開いている。

輸 バズの基本を定着するために

バズ学習の約束の習慣化を図るために,短

学活を利用して,そ のプログラム化をした。

lCは , 1学期間をそれに充当し,徹底的

に反復 させた。現在では,非常によく定着 し

ている。

lDも その効果があらわれている。それは

T君の性略が,自 己中心的な思考 ―→客観的

→ 素直 ―→落 ち着 きを見せ始めているから

である。

(鰺 健康 カー ド

ひとりひとつの健康保持増進のために健康

カードな作成,健康状態を表面に記録し個別

指導できるようにしている。  (以 下略)

(鰺 欄を生かしたクラブ活動

本校には1懸 のクラプがある。それぞれに練

習の内容についての差異はあるが,方法につ

いては,統一した形をとっている。

次‡鐘示すのは,女子パレー部の例である。

R組  趙

主将 l.感瑾主将 2.マ ネージャー l.学

年代表 各 2.部員 1年生18名 。2年生

23亀 ゅ 8年生 14名 書計55名 .

平年をはっぶりさせることと, タテのつ

なぶ りを重視するとととして上級生が下級

生を指導している。

3筆住 ―→ 自筆年 2年生 ―→ 1年生

上記 就つの組み合わせにより,つねに 1

対 1, あるいは 1対 2の形式をくずさない

で効果飾を指導をさせているQ

例 モギ (3年)――-9ミ サ (2年 )

鵞ゴ (盆 年)一→ ヒロ (1年)

通のことによぅで指導者と被指導者が決

められているのでキャプテンの指示にした

写って全員がすふやかに行動でき圏鋳脅達

成できる。量の続管を通 していえること|よ

教える立機と教えられる立場がはっきわじ

ており,つねまこ纏手の立場にだって物な考

え屹ことができる。またま旨導することのむ

ずかしさを全員が体験し,そ れを通 して出

己を律 しやがではその経験を通 して自己を

-6-

高めることにおおいにプラスになると思 う◇

「教えること|よ 教えられること」の意味を

しっか りとわきまえて活動することによっ

て自己の欠点をも再発見する逸とになるで

あろう。

クラブ活動でやしなわれるタテの系rllが

しっか りときずかれたとき, そとに‡よほん

とうのよき先輩,よ き後輩が生まれ,よ り

活発な活動が展開されよりよい伝統がつく

られるであろう。

イ.練習内容及び練習時間all(バレーコート)

すべての活動に目標と開始時間と終了時

間が定められている。これらを達成するた

めに最大の努力を払わしている。

目標rll eフ ットヮークは腰を低 くしてや

ろう。

0時間を効果的に使って練音の能

率をあげよう。

・ 行動はすばやくきぴきびとしよ

う。

上記の目標は一目一日決められて爆ヽるが

目標を達成するために練習の開始時間が 3

時30分であることの共通理解。このことが

クラプ活動をより溝発にすることと,効果

をあげることと,時間を守らせることの大

きな要素となっている。

3;30～ 3;45ラ ンニング 篠藝動場 3周 )

体操・サーキット

3;45～ 4;001年生の指導 (Ё 年生)

4;∞ ～4;152年生の指導 (3年整)

1年生ランニング

4;15～ 4;3θ グループレシープ (B年生)

1筆生実技見学

4:30～ 4;45サ ープ (相手なきめて打つ)

1年生ランニング

4;45～ 5;001年生の指導 (3年生)

2年生ランニング

5;GO～ 5;1懸 整理運動 .反省と明国の計画

ウ。試みの中から

Qク ラププートによる指導

eク ラプ活動爾識の起額によは[の

②新聞「球友理の発行 :こ よって

0華仕活動を通 して

いとりひとりの変容を求めて齢 飾な面



もさることながら,あ らゆる場でそれを試

みてみた。次にそのJllを あげてみよう。

<F子の場合>
1年生の当時は自己中心的でかなり批判

的であった。 2年生になって自らマネージ

ャーという任を引 き受けた。それ以後,部
内の中心的な存在となり,キ ャプテンとつ

ねに部内で生 じた問題を直接解決すること

によって,多 くの部員から信頼を受けるよ

うになった。

現在では部員相互の立場の理解ができ,

ものの考え方,性格も変わり,的確な発言

ができるようになり, クラブ活動の運営に

大 きな影響を与えている。

<M子 の場合>
1年生入学当時,不器用で消極的で性賂

に暗さが見られパスすらできなかった。と

ころが,上級生の指導とチームメートの励

ましのことばと自らの努力で, 自己の能力

を高めてきた。現在では性鰹も明るく,技
術的な面でも後輩を指導することができる

段階までになり,人を指導することのむず

かしさと楽しさを経験している。

<K子 の場合>
集団生活がどうも苦手だという生徒であ

った。だが, クラブノートに自分の考えを

書いたり,ま た人の書いたものを参考にす

ることによって,自 分のかかえている技術

的な悩みや精神的な悩みを解決する糸園を

見つけた。

以後,ノ ートを通 して多 くの仲間から意

見を聞くことによって,自 己の向上につと

めている。

工.発展をめざして

さまざまな問題をかかえているクラブ活

動を,今後より発展 させるためには,教師

中心でなく,子 どもたちの自主性の中から

積極的な活動が生まれる。指導者はそのた

めのレールをしいてやることは忘れてはな

らない。クラブ活動が人間づくりの場であ

ると同時に, もうひとつの教室として,学
級で指導することのできないことのために

も…………。

4。 お わ り に

これまでの経緯を省みるとき,そのとらえ方は

多面的であったようだが,そ こには,各 自の発想

からにじみ出たよりよいアイディアが生かされて

いるように思われる。

深まりという段階にいたるまでには,ま だまだ

時間を必要とするが,ひ とりひとりをとらえ,よ

りよい変容をさせるためには, どこに焦点化した

らよいのかを見 きわめる手がかりを得たように悪

う。

生徒ひとりひとりも,そ れに媒介されァ徐々:こ

仮説を実証しようとしている。そ鍛きざしを契機

として,今後さらに飛躍したい。

-7-
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第11回全国バズ学習研究習会

ひとりひとりを生かす教育実践

一 学級生活に諦 る評価活動をとおけて __

愛知県春 日井市立東都申学校

1.は じめ に

バズ学習は,生徒が自主的,意欲的に学習

に参加 し活動することによって,個人思考や

集団思考を,それぞれの場面で効果的に行な

い,学力と人間関係 0個人的学習と集団的学

習 0個人の発達と集団の成長など,教育の統

合化をめざしたものである。

本校における全校的研究体制 も,短学活の

指導にはじまり,班編成,話 し合いの方法,

技術など7基礎的な研究の積みあげの時期。

研究対象が教科指導の場へ移 され,課題の重

要性に気づき,「ょい課題」とはどんなもの

か,課題の提示はどのようにすればよいのか

等,研究をすすめた時期。昨年に至っては,

課題や課題提示の方法のみを追求 していても

課題に対する評価が適確になされなければ,

「 よい課題」は生 きてこないことに気づいた。
つまり,課題と評価は表裏一体のものである

という見地から,教科の学習指導における評

価活動を重点的にとりあげたのである。

私たちの研究 もかなりの深まりをもってき

たが,昨年度の反省から次の様な問題点に出

合った。それは, ここ数年来 4月 における教

職員定期異動の規模が大 きいことから,共通

理解の深まりが困難となったこと,それに加

えて,研究の方向が教科における課題と評価
に絞られたことから,授業のみに目が向けら

れ,学級経営と学習指導がきり離 され勝ちと

なった。その為,バズ学習体制への総点検の

必要を感じた。

全校的研究体ellを 確立するためには,全教

職員の共通理解が大切である。本年度は,す
べての教師がお互いに初心 l・ Cか えり,「よもヽ

授業はすぐれた学級経営から」をあい言葉と

して研究をすすめることにした。

学級経営はよい授業の土台である。班での

活動をとおしてきびしさと楽 しさがあり, ひ

とりひとりを生かすことができる学級経営 こ

も 教育の今日的課題であろう。このように

重要な学級経営に,全教師一九となってとり

組み,学習効果をあげることを考えた。更に

1日 のうち学級担任として生徒に接 し,学校

生活における基本的な指導が多 くできる場は

短学活である。その意味で学級経営の場を短

学活に求め,その充実をはかった。

私たちは短学活での評価活動をすすめるこ

とによって,次 のような成果のあがることを

期待した。

・ 学習への意欲を高めるであろう。

・ 菫ましもヽ生活習慣や態度を養うことが

できるであろう。

・ 生き生きとした学級生活ができるであ

ろう。

短学活の充実からよりよい学級経営へ,更
に,教科指導の場へと一貫した指導をすすめ

ることにより, ひとりひとりの向上をはかり,

その方途をバズ学習に求めることは, ひいて

は生徒ひとりひとりの血となり肉となること

と確信 している。
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2.短 学活の運営 と強イむ           口・教科学習の再認識の場

ハ.家庭学習を充実させる場

(1)ね らい                  ③ 評価 。点検

昨年度は主として学習活動における認知     イリ話し合いの場

画の評価活動を各教科ごとに実践し,生徒     口.班 爾記溝用の場

の参麟度,意欲イ担という面である程度の成     ハe評轟表で点検の場

果な得た。そ靱なかで,学習の場を生なだ     二。係り活動の場

す学級経営直毯重視し,巻級生活‡こ必要な     以上のようなそれぞれの場をふまえて,

墨本釣な溝動事嘆警評羅じていかなば,認    各学級でとつくみ夕短学溝を学緩生活の充

知と態度の繭銀標の同時達成というならい    実をれらった。

が困難でめることな籍感した。        (2)留 意 点

さらま亀, この研究の反省で,特に,パズ     短学溝の充実をめざし,いろひろな活動

学習体制への絵点検鍛必要性をお互いが認    が試みられた。

議し,今年度はそ鍛第一歩として,学級経     まず,形式面の確立をめざし,手 びきを

営の充実,そ の目的を達成するために,学    活用したり,各学年で短学活の公開を実施

級生活のいろいろな活動に対して,指導評    し,次のような指導をふまえてねらいにせ

価の場をつくり,そ の場を短学活に求める    まった。

なかで,体需1の立て直しをはかった。      ① バズ学習の必要性

本校での,短学溝は,朝 20分,帰 り25分    ② 短学活について

合わせて45分,一日の学校生活の中に位置    ③ 班編成について

づけられている。その運営と指導について     イ.班とは

は,各学級で手びきなどを利用し,生徒の     口・編成の方法

自主的な活動を主として展開されている。     ハ.班長とは

この短学活を,学級経営の充実化といっ    ④ 話し合いのしかた

た面で問い直し, さらに,学級活動につい     イ・効果的な進めかた

ての評価点検といった二つの面で,研究に     口。話し合いの形式

とりくんだ。                  ハ・発言のしかた

このとりくみでは,ま ず,短学活そのも    ⑤ 班日記について

のの内容充実をめざし,い ろいろな評価活     イ・書くねらい

動をとおして,学級学習活動を点検してい     口・ 書き方

さテバズ学習に必要な基本事項も評価項目    ⑥ 学級活動の評価について

のなかにもうこんで,生徒に意欲を持たせ     イ・ ねらい

た。またF学級生活に必要な態度や習慣を     口.方法について

場につけさせ夕ひとりひとりが生き生きと     ハ。事後指導について

活動していくような学級づくりをめざした③     さらに学習活動に必要なきまりについて

まず,短学活の充実をめざして,晦容を    もその都度指摘するなかで意識化をはかり

Aの よう‡通ともえた。             学級生活の中に定着することをねらつた。

@ 学級空溝鍛向上               また活動内容も次のように次第に確立さ

ィ9学級生活綽出発点まとめの場       れてきた。

口。生徒爾志の縄互活動の場         ① 朝の短学活

ハt担錘と生徒と繊人間的なつながりの     イ8健康観察をしあい励ましあわせる。

場 (個人指導の場)             口。一日の生活目標を立てさせ,意欲を

② 学習活動の拡充                持たせる。

イ.バズ活動の訓練と定着の場         ハ。家庭学習の確認,今 日の授業への見
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通 しを立てさせる。

二.忘れ物の点検,授業への準備をさせ

た りする。

② 帰 りの短学活

イ.一日の学級生活の活動について評価

しあうなかで明日の生活への手がか り

とさせる。

口.疑問解決をとおして, ひとりひとり

が,確かな学力を身につけさせる。

ハ.家庭学習の内容や方法について考え

させる。

二。係および担任か らの連絡で,明 日へ

の準備を明確にさせる。

このようなパターンをもって各学級で短

学活が運営 されていき, さらに,内容の充

実,定着をめざして,各活動場面の展開に

ついて細かな点にも留意し,いろいろな方

法が実践されていった。

たとえば,疑問解決を定着 させ,思考活

動を充実させていくために,短学活ノート

を各自に持たせ,そ れに記録 させていき,

背面黒板の内容を充実 させて,疑問解決や,

家庭学習の計画などの活動についての円滑

化をはかった。

教師も,第 6時限終了と同時に教室へい

き,学級全体の動 きに留意しながら,班の

中へ順次参加し適切な指導助言を加え, じ

めくくりとしての評価をして,生徒と共に

歩みながら短学活の充実をめざしてきた。

さらに今年度のとりくみのなかで,短学

活の場で学級活動の評価を次のように実践

した。

① 学級活動の評価

② 班活動の評価

③ 短学活の評価

これらの評価の実践は教師側からの評価

を加えながら,評価表,班日記,係 り活動

など,相互活動のなかで試みられ,実践を

積み重ねてきた。

短学活で,学級活動についての評価をと

おしていくことにより,規律ある学級がで

きつつある。また,短学活そのものも定着

し,充実しつつある。

生徒ひとりひとりの活動,班,学級の活
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動にも, もりあが りをみせてきてしヽ卜◎

(3)指 導 と評価

我々は,評価のねらいな次のようにおさ

えて指導してきた。

・  評価活動‡こよって,国標への到達の種

度が擢握でき,次べ仰爾標が明確にされ

る。

・ 生徒相互の交流によって,自己の学習

の確かめや,つ まづ藤の蒐服等,自 己轟

整ができ,あ わせて人間関係を高める。

・ 個人 e班 。学級の成長を促すために偶

人の問題を麗まこ,班の問題を学級全体 :こ

広げること|こ より,学級の和を深める。

○ 実践鍵として,数のような墨とが轟げら

れる。

ァ.学級生活の向上

クラス全体の電堅薫がざわつきぎみで,

誰 も注意しあうことのない,なれあい鑢

なムードが見 られたので,握任が短学活

の時間に次のような投ばかけなした。

瞳 意することのプラスJ

<注意するalJ> <さ れた償1>
・人の目が厳しくなる。・ あやまちを認める。

・ 自分自身の,よ り厳 ・ 注意されまいと思

しい目。

その話をしたら,班日記に次のような文

章があらわれた。

『 今日,給食の時間,井上と三尾君が給

食を食べ終ったあと,ボ ール投げをしてい

ました。「 ホイ/ホ イ/」 とかけ声iを出し

て遊んでいました。ゃはり先生がいないか

らかなと思ったら,や はりだれが注意して

もやめようとせず, もくもくとキャッチボ

ールをL/て いました。そのうち田中さんが

出ていって二人の中にはいり,「やめて,

やめて」とさけびながら追いかけていきま

した。もう少しで僕も仲間にはいり,いっ

目

日
［
　

　

の

る
　
　
情

す
　
　
友

鉾
↓
吐

し

　

　

ら

び

　

　

ひ

き

　

　

を心



しょにキャッチボールをしそうでしたが, 評価表のall B

班 の み ん な が 注 意 し て く れ た お か げ で ,キ     第 22週 10月 8日 金曜日 天気 ①

ャッチボールをやらずにすみました。こん

なふうに,誰 にでもすぐ注意できるように

なったのは, このクラスが一歩向上したん

ではないかと思けます。今までの一糧 には,

乙んな風景はありませんでした。ひなしま

ったかどうか 1/1夕 わからないが, このふん

いきをいつまでもわすれなひで,つ ぎの一

歩をメ、み畠そう。』

(原文のまま, 3年男子 。班日記)

この班目記を短学活の時間にクラス全体

で話 し合った結果,そ の後,だれかれのわ

けへだてなく注意しあうことができ,学級

の種が深まっていった。

③留意点・・…班日記に教師の批評を朱書

きだけでなく,時にはFJIに直接参加

して話し合うことも必要である。

イ″学習活動の拡充

評価表の例 A

短 学 活 の反 省

項

チャィムと同時に活動できたか。

短学活に何をするかはっきりしていたカ

短学活ノー トをうまく利用できたか。

質問されたら,教 えることができたカ

授業での疑間解決できたか。

家庭学習の課題 |ま ,計画できたか。

短学活の時間は有効であったか。

評価表をとり入れて短学活を行なった

結果次のような教師の声があがっている。

・ 短学活が以前より計画的に運営され

るようになった。

・ 班員としての自覚が深まった。

・ 班同志の競争意識がみえはじめた。

・  問題点…評価表に記録することが形

式的になってくることも

〔短学活ノート〕

短学活を効果的に行なうために短学活

用のノートを作 らせている。

伺のために使 うか,と いう教師の問い  ′

かけに対して

『 それはみんなのためでなく自分自身    _
のためだと思 う。ただやればいいという   _
ものではない。そんなふうにノートを使    ^
うのだったらノートがムダになるだけだ

ノ ノートに書 くことは,ポ イント,疑

問解決をやって,そ れから今日あった授

業の中から何かえらんで班長かだれかが
｀
Fn3題 を出す。そしてだいたい 1日 1ペ ー

ジ程度でまとめる―∴…』

(3年女子・班日記)

短学活は授業と家庭学習との接点であ

4-

日

学

習

時間 教科 内  容

家

庭

学

習

時間 教科 内  容

社
ワークスタディ lttFB5

∞分
国 基 学

英
Lttson(2)テ スト

Lesson(紛 テスト

30分

20分
英

LessOn 9(2)

(3)の 宿題

技
金 属 加 工
タオノ″ ン`ガー

技

生

活

記

録

||11ヽ争41同 |1圭 |1圭 |||1塵菫1盟 ||

今日は予定よりも早 く学習がすんだので,よ ゆうな時間が出来た

ため楽だった。

短 学 活 自 己 評 価 表    瓶 ユ

1.チ ャィムと同時に活動できたか

彦.自 分の責任において行動 し,意義ある一日で

あったか。

／

＼

3。 自分の意見をはっきり述べ,他人の意見に耳

をかたむけることができたか。

＼

ン

／

4.自分でよく考え自分のものにし,解決できな

いところは,友だちに教えてもらった り,先生

に質FH5し た りして解決で きたか。

5.問題解決のために話 し合い,全体に協力 して

積極的に行動することができたか。

―

ム

＼

6.自 分たちのきまりを守り,他人へ迷惑をかけ
ないで気持ちのよい集団生活ができたか。

＼

＞

／

7.清掃や給食など責任 をもって行ない,規律あ

る一日となったか。

／

了

‐

8.班長に協力 し,自 分たちの班の向上のために

教 え合い,励 ましあうことがで きたか。

目
＝
Ｎ

9,他の班と交流を行ない,学級を高めるはたら

きかけができたか。

＼

＞

／

10.今 日のポイントの確認ができ家庭学習の計画

がたてられたか。
/

<反省> 9月 20日 (月 )

朝の短学活は,あまりうまくい

かなかったが,帰 りの短学活はよ

くできた。屠 りの短学活は,わか

坐
えてもらった り, くわしくおした

であげた りして,いつ もより短学

墜 埜        _
これからも, うまくできるよう

:こ心がけたいと思う。

数学 基礎練習帳
37 ①～② ふく習

誌 ⑦料⑫ 予習
家庭科 ノー トP2～ P19

社会科 自地図

P42

課 題 メ モ



るという考えにたってこのノートを使用

させている。また「 ノートで考え,ノ ー

トで発言せよ」という指導がなされてい

る。

『 自習の形であると,や っている者と,

やっていない者がいるために,班にノー

トを一冊つくって記録をとらせるように

している。また記録を見て評価している。

見た結果 4割から5割 が短学活の時間を

有効に使 うようになってきている。』

(新任教師の言葉)

『 ノートを作って以来,多少は,ま と

もな短学活 をやらねば記入できないと思

つたようで,二学期の始めごろから比べ

れば,よ い方向に向ってきたように思う。』

(教師のことば)

〔問 題点〕

このや り方は一応定着してきたようだ。

しかし,ま だ短学活ノートを忘れてくる

生徒 もみられ,本当に生徒にとって必要

だという切実感がみられるところまでは

いっていない。またその内容面までを評

価するところまではいっていない。

(教師のことば)

以上のような試みを通して, クラスが向上

してきた様子が,次の班日記の文からうかが

うことができる。

『 いつも自分のことばっかり書いているの

で,今 日は私たちの班について。ねぇ先生 ,

近 ごろうちの班がかわったと思いませんか。

近ごろとはいってもここ2～ 3日 のことだけ

ど……。田口君かわったでしょう?昨日だっ

て英語のシートやってきたし,今日は今日で

社会の時間に新聞持ってきて忘れ物 もしなか

った。おまけに班ノートはきちんと書いてき

たし,ホ ントにかわったと思いますよ。

私がこんなこと書くなんて生意気ですけど

ね。でもうちの班の人,み んな田口君がかわ

ったこと喜んでいますよ,他人同志の集まり

だけど, こういったちょっとのことをみんな

が喜んでいるってとってもすばらしいことじ

ゃないかな。』

(3年・班日記)

3.結 果 と 考 察

短学活の充実とそこにおける評価活動がひ

とりひとりを生かし,生 き生 きとした学級づ

くりにつながる。こうした観点にたった実践

から考えられることをまとめてみた。

(1)学級を高めるために 一―班日記を通 して

個人 .班 3学級 .教師に対する問題や気づ

いたことを具体的に家庭で記入 させ,生徒

どおしが読み合い,問題を解決 していこう

としたのが班日記記入のねらいである。

この日記を通 して,学級における望まし

い生活習慣や態度について,お互いに考え

るようになり,学級の和を深めることがで

きたのはよろこばしいことである。

なかには,ま だ自分で問題を見つけるこ

とができなくて解説 .マ ンガ .ク イズ等を

書 く生徒がいる.そ ういう生徒には教師dlj

の,生徒の心をとらえた朱書 きで,方向を

変える指導をたえず行わなければいけない。

(2)学習効果を高めるために

一 短学活ノートを通 して一

一時間の授業の最後に,ポ イント,疑間

点を,個々の生徒が短学活ノー トに記録す

ることにより,帰 りの短学活の時間を有効

に使 うことができるようになった。また,

短学活ノートに記録されていても,短学活

の時間内に解決できなかった問題点や,新
しく生 じた疑間点を記録することにより,

家庭学習を効果的にすすめるための手段に

することがで きた。さらに,家庭学習の中

から生じた新たな疑間点を,朝の短学活に

結びつける役目をはたすことができるよう

になった。

このように短学活ノートは,授業 一→帰

りの短学活 ―→家庭学習 ―→朝の短学活と

つながる一日の学習場面をつなげる働 きを

もち,学習意欲や学習効果を高めることが

できた。

(3)ひ とりひとりを生かすために

一 評価表を通 して 一

生徒の活動に反省がなく毎日が過ぎてい

ったならば,授業における問題の追求 。今

日のポイントの確認・家庭学習の計画など
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についそ考えることができない。そこで生

徒ひとりひとりの活動を生かすために,評

価表で一日を反省させ「 目標が達成できた

か」を評価 させてみた。

評価表の記入によって,個人や班員とし

ての自覚の深まり,自信,や る気につなが

り,学習意欲の高まりとなってきた。また,

ひとりひとりが学校生活の習慣を身につけ,

短学活を効果的にすごすことか ら規律ある

一日となり,忘れ物がJntり ,家庭学習も計

画的に行えるようになった。

短学活の評価活動を通 して,生徒と生徒,

生徒と教師との密なる信頼関係が育 ち, き

びしさのある生活 となった。また,自分を

反省し,課題に意欲的に取 り組む態度が,

生徒ひとりひとりの活動の中にみられるよ

うになったことは成果であった。さらに,

短学活と授業 と家庭学習との有機的なつな

がりができ,「今日一日で何を学んだか」

をつかむことができるようになったことも

大 きな収穫であった。

4。 今 後 の 課 題

実践を行った結果,次のような問題点がで

てきた。

O 短学活ノートに対する教師の共通理解の

必要性と生徒への指導

・ 短学活ノートにおける個人評価の方法

・・ 班日記,評価表のマンネリ化を防ぐ指導

・ 評価活動の事後指導

今後は,上記の問題をふまえ,人間関係を

深めつつ,自 ら厳しく学習に取 り組む生徒づ

くりをめざしたい。さらに認知と態度の両面

を同時に追求する方向へ,全職員共通理解の

もとに研究をすすめていきたい。
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